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巻 頭 言 

自然科学の進歩と共に望みたいこと 
物と心の両立を 

清 水 常 

投稿直後，武富昇先生ご逝去を承り驚樗，動転，在学当時から本年初め，お見舞い申し上げるまでの先生の思い出が 

次々と浮かび，温かいご尊容に再び接しえない淋しさが込み上げました。先生が中野にお住いの当時，私宅も中野で， 

ご指導，ご鞭捷をよく賜わり，私の今日あるは先生のご厚情と感謝，衷心よりお礼申し上げ，先生のお心を体しご高恩 

の万分のーにもお報いしたいと存じます。先生のご冥福を心からお祈り申し上げ，借越ながら巻頭に所感を述べさせ 

ていただきました。 

執筆の機会を賜わりましたことを藤本委員長様ならびにご関係の皆様に深く感謝申し上げます。就職の大変厳しか 

った時に卒業し，製薬会社に入社，ビタミンの仕事をして今日に至りましたのは応化会はじめ多くの方のお力添え， 

ご指導，ご交誼によるものと感謝いたし，母校の有難さを特に痛感しております。 

当時はビタミン分野に応化出身者は極く少数だったようで医学，農学（農芸化学），薬学などの方々に押される感も 

ありましたが，日本ビタミン学会が学際的なのに力を得て，又，プラスチックなどの大量生産はゴミの製造，医薬品 

の付加価値は高いのだと勝手に思い，慰めたこともありました0 今日，バイオテクノロジーをはじめとするライフサ 

イエンスの隆盛を迎え，又，応化教室でのこの方面のお仕事を承わるにつけ，時の変遷に感慨無量です。恩師武富先 

生のご教導を賜わり，現在もお蔭様で健康で仕事の出来ますことを真に有難く，幸福に存じております。 

化学工業は一時，環境汚染などで批判されたようですが，かつて，ある外資系企業の方が「日本は規則や基準づく 

りには熱心で厳しいが，その実行は甘いようだ。自分のところは相当な設備投資をして工場排水の基準保持を実行し 

ているのに，隣接の日本企業は基準を保持しないで操業しているようだ」と嘆かれたのを覚えていますが，国際的観 

点からもルール（倫理）を遵守することの大切さを教えられました。GNP や企業利益の増大と共に社会投資や社会 

還元を忘れてはならないと思います。又，一般に（生存）競争ではなく共存共栄の考え方の方が妥当であり，考え方と 

実践行動を自分中心から他の為にと変えることが環境保全やその他の社会的問題解決の有力かつ根幹的因子かと存じ 

ます。 

母校の入学者は厳選された方々と承わりますが，それはそれとして，一般に能力判定基準が知識，理工系では特に 

自然科学の知識に偏り勝ちではないかとの気がします。人間には物心の両立が肝要なので，主に物質を対象とする自 

然科学と共に心を対象とする人文科学（人間科学，社会科学）が大切であることはご高承の通りです。 

1973年以降，遺伝子工学の発展により自然界に存在しない組み換えDNAを造り，これを宿主細胞に入れて発現さ 

せうるに至りましたが，「ここまで高度化した技術なので，その利用には新たな知識と智慧が必要である。」との声が 

あります。又，臓器移植に係わる脳死，尊厳死等にも，そして高度化する自然科学全般にも倫理が真剣に問われていま 

す。倫理は人間の実践すべき正しい真理，すなわち智慧であって知識とは別であり，智慧によって知識は正しく応用 

され，自然科学も人類・地球のすべてに有益でこそあれ，有害になることはないと思われます。 

母校の応化教室，応化会，そして諸兄の益々のご発展を信じ，期待すると共に人文科学に，よりお心をお向け下さ 

れて智慧の大切さや，他の為にすることが結局はよい結果として自分に戻ってくることを知っていただければと念願 

いたします。 

社会的名誉，地位，財産は得る半面，失うこともありますが，智慧は心の宝で幸福の根限ではないかと思うようにな 

りました。そして何事によらず，智慧も又，頭で理解しても実践しなければ価値がないので，その実践方法は精神修 

養にも通ずるかと思われ，宗教も含めて高見，ご教示をお願いいたします。校歌にもある如く母校が心のふるさとで 

あるよう，皆様が真にご幸福であるよう祈りつつ。 

河合製薬囲取締役技術部長，佐伯栄養学校講師，本会理事（昭和20年応用化学科卒・旧制26回） 
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武富昇先生追悼の辞 H旧聞旧聞叩冊旧川聞聞聞川川H川皿訓聞聞III川朋聞冊川冊聞“川聞聞旧剛III川開川 

（故）武富昇先生を偲ぶ 

早稲田大学名誉教授 鈴木 晴男 

武富先生は平成4年5月18日朝，惜しくも95才の御生涯を閉じられました。御葬儀は5月21日に目黒 

区中目黒の実相会館において，多くの方々の御参列の中で，神式によりしめやかに執り行われました。 

お元気であった頃（70歳）の武富昇先生 

先生は明治29年10月25日に佐賀県にお生まれに 

なり，熊本の旧制第五高等学校を経て，大正9年 

7月に東京帝国大学工学部応用化学科を御卒業に 

なりました。その後直ちに，早稲田大学理工学部 

助教授になられ，昭和5年教授に昇進され，昭和 

42年3月定年で御退職になりますまで，47年の長 

きにわたって早稲田大学のために御尽力になりま 

した。御定年後は早稲田大学名誉教授になられる 

とともに，佐伯栄養学校教授として栄養士の育成 

にお力を尽くされました。 

早稲田大学御在職中は応用化学科主任や早稲田 

応用化学会会長の重責を果たされますとともに， 
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学会では日本化学会関東支部長や学会誌の編集委 若い者の考え方ややり方を温く見守って下さり， 

員長として尽くされました。 自由な研究をさせて下さったことは，大変有り難 

先生の御専門は，現在の表現で申せば，生物化 いことでありました。 

学および生物工学でありまして，中でも，炭水化 先生はお酒がお好きでしたが，お飲みになって 

物・酵素・発酵に関する化学および工学が中心で も決して乱れることはなく，心から楽しそうに味 

あり，これらに関する多くの著書・論文を御発表 わっておいでになるお姿が目に浮かびます。 

になりました。昭和19年には「インヴェルターゼ 先生は古美術の御造詣が深く，特に仏像・書画 

の研究」で，東京帝国大学より工学博士の学位を に関しては，玄人の眼識をお持ちであったと存じ 

授与され，昭和40年には「クエン酸発酵に関する 上げております。また，先生は水泳の達人であら 

研究」で発酵協会賞を授賞されました。 れたようで，九州の海で遠泳をされたこと，伊豆 

先生はこれらの御功績により，昭和46年4月に の戸田の海で水泳を楽しまれたこと，江ノ島の稚 

勲三等瑞宝章をお受けになられました。 児ケ淵の荒磯で御子息と泳がれたことなど，折り 

先生が早稲田大学に来られた当時は勿論のこと， にふれてお伺いしたことが思い出されます。先生 

終戦後のかなりの期間に到るまで，工学部の応用 はいつも背筋をピンと伸ばして，御高齢になられ 

化学科に生物化学や生物工学の講座が存在する大 てからも，私ども若い者よりも速くお歩きになっ 

学は極めて稀でありました。先生は今日のバイオ ておられたお姿が，今も目の前に浮かびます。 

テクノロジーのブームに遥かに先駆けて，わが応 そのようなお元気なお姿しか目に浮かぶことが 

用化学科に生物化学および工学の講座を設置され， なかった先生が，お亡くなりになりましたことは， 

多くの学生にその分野の教育および研究指導をさ 私どもにとりまして大きなショックであり，にわ 

れましたことは，先生の大きな御功績のーつであ かには信じ難い気持ちであります。私どもには及 

ります。先生の御講義は大変分かりやすく，ノー ぶべくもない御長寿を全うされたこととは申せ， 

トの取りやすいなされ方でありながら，当時の最 痛恨の極みであります。 

先端の化学や技術を巧みに取り入れられた名講義 先生のお教えを受けました私ども一同は，先生 

でありました。 「セ」を「シェ」 と発音なさる佐 のお教えを胸に抱いて，一層の努力を続けて参り 

賀託の入った独得のお話ぶりは，今なお懐かしく ますことをお誓い致し，安らかにお眠り下さいま 

私どもの耳に残っております。 すことをお祈り申し上げます。 

先生の御指導を直接・間接にお受けした多くの 

人材が，今日に至りますまで，バイオテクノロジ 平成4年5月25日 

ーの分野で活躍しておいでになるのは，先生のお 

蔭にほかなりません。先生は毅然とした古武士の 故武富昇先生の生前のご功績に対し，このた 

面影を漂わせておいでになり，研究室の懇親会で び文部省より正五位の叙位が伝達されました。 

せがまれてお歌いになる黒田節がよくお似合いで 

したが，お人柄は誠実・温厚であられ，大声をあ 

げておられるのを耳にいたしたことはありません 

でした。われわれ若い研究者に対しても，大筋を 

指示されるだけで細かいことは口出しをされず， 
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総 説 ＜環境問題ンリース（5)> 

地球にやさしい水環境保全型 
都市システムの構築 

水は地球上のあらゆる生命体の源であり，生み 

の母である。しかも人類にとっては極めて多種多 

様の偉大なる恩恵を受けている。その水は，極め 

てまれな全くの偶然によって，物理学的には極め 

て厳しい条件下で，この地球上に液体として存在 

している。人類を始めとするあらゆる生態系の共 

通財産であるこのかけがえのない水を大事にして， 

清らかで良好な水環境を未来永劫に引き継いで行 

くことが，今我々の大きな社会的使命・責務とな 

っている。そのためには，自然資源のーつとして 

の水資源の有効利用とその利用目的に即した水処 

理技術の開発から，さらに進んで，地球規模に亘 

る快適な水環境の創造のための新しい理念とそれ 

に基づく新しいトータルシステムの開発・確立が 

急務となっている。ここでは，今我々が人間とし 

て何を為さねばならないかについて模索したい。 

1． 経済・社会活動に伴う水環境の諸問題 

経済・社会活動の活発化に伴い人口の集中化・ 

高密度化，すなわち，都市化が進み，21世紀には 

世界人口の50％が都市に暮らすと予測されている。 

この都市化により，図1に示す如く水環境には様 

様な問題点が生ずる。さらにこれらを解決しよう 

とすると，表1の如く新たな問題点が発生する。 

早稲田大学理工学部応用化学科 教授 

早稲田大学環境保全センター 所長 

（昭和33年応用化学科卒・新制8回） 

平 田 彰 

ー・水辺空間の減少 

・土地高度利用→一・地表面の不浸透化, ＝・都市型洪水の発牛 

ー’目然’緑地の誠少一 ＝・地下水の減少 
→河川・ 
水源の減少・枯渇 

r・十壌・地下水の汚濁一1

’汚染水の増人→L・河川末源の汚濁ー」1姦搬鷲栄養イヒ 
→赤潮の発生 

・水消費量の増大→水不足 

弓＞水環境の悪化．自然浄化機能の喪失→生態系の破壊 

図1 経済・社会活動に伴う水環境の諸問題 

表1 問題点の解決から発生する新たな問題 

問題点 解決策 新たな問題 

水質汚濁 下水道建設 都市河川水量の減少 

余剰汚泥量の増大 

都市型洪水 河川改修 石積堤・土堰堤の喪失 

→自然浄化機能の低下 

生態系の維持悪化 

自然環境破壊 水不足 遠隔地ダムの 
建設 

上水水質悪化 塩素系消毒剤 
の添加 健康被害 

従って次の如き多面的な観点から種々の関連要 

素を相互に連携・複合化させた総合的な水環境シ 

ステムの整備が必要となる。すなわち，広域的― 

局地的，社会レベルー個人レベル，マクロ的視点 

ーミクロ的視点，大都市ー過疎地域， トータルシ 

ステムーサブシステム，住宅地域ー商業地域―工 

業地域ーレクリエーション地域・・・ 
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2． 水環境保全型の都市システム 

地球にやさしい環境保全型都市として具備すべ 

き要因としては，少くとも次の3つの要因が考え 

られる。 

①全ての市民に愛される快適な環境：安全で健康 

な生活，潤いと安らぎのある生活が営なまれ， 

かつ自然との調和のとれた環境 

②高度な都市機能を有するエコポリス（豊かな自 

然が保たれている都市）：自然環境との持続性 

ある共生，すなわち，経済・社会活動と自然環 

境保全が両立している都市 

③地球生態系と自然資源の自立性が保たれる機構： 

資源の完全有効利用と循環再利用による資源の 

無限性を保持し，かつ地球環境改善による生態 

系を保全し得る機構 

以上を究極の姿として，地球にやさしい水環境 

保全型都市システムを構築するには①経済・社会 

構造では従来の生産第一主義から自然保護を第一 

主義とした構造改革；②河川改修では治水・利水 

のみでなく親水性・自然創生の多目的改修とし， 

雨水利用・地下水酒養に基づく治水とする；③そ 

の雨水利用では利便性・機能性のみでなく，快適 

性を加え，雨水貯留施設は親水空間化するi④そ 

の親水空間は単一機能でなく，遊び・憩い・うる 

おい・やすらぎ・知る・見る・触れる等々のアメ 

ニティーを高めた多機能性親水空間とする等々で 

ある。 

表2 下水道普及率国際比較 

国 
普及率 
[%) 

都 市 年次 
普及率 

C%J

アメリカ 

イギリス 

フランス 

ド イ ッ 
（旧西独） 

カ ナ ダ 

日 本 

793946544471

ニューョーク 

ロンドン 

ノぐリ 

ハンブルグ 

トロント 

東 京 

878810988881

98
100
100

96

100
88

境保全が両立している都市 （2) 合流式下水道の改善 

③地球生態系と自然資源の自立性が保たれる機構： 東京都では大田・世田谷・足立・葛飾区のー部 

資源の完全有効利用と循環再利用による資源の を除き，生活排水は雨水と合流して下水処理場に 

無限性を保持し，かつ地球環境改善による生態 送られており，雨天時下水量が約3倍（計画時間 

系を保全し得る機構 最大下水量）に達すると無処理で越流し，直接河 

以上を究極の姿として，地球にやさしい水環境 川に放流され，水質が著しく悪化する。従って， 

保全型都市システムを構築するには①経済・社会 分流式への転換が強く望まれる。既成市街地では 

構造では従来の生産第一主義から自然保護を第ー コストが高く施工困難とされているが，米国・ワ 

主義とした構造改革；②河川改修では治水・利水 シントン州のピュージェット湾岸では1989年より 

のみでなく親水性・自然創生の多目的改修とし， ピュージェットサウンド水質管理計画に基づき， 

雨水利用・地下水酒養に基づく治水とする；③そ 下水の分流事業，雨水貯留槽の設置等により，除 

の雨水利用では利便性・機能性のみでなく，快適 除に効果を挙げている。 

性を加え，雨水貯留施設は親水空間化する,④そ ⑧ 高度処理（3 次処理）による処理水質の向 

の親水空間は単一機能でなく，遊び・憩い・うる 上 

おい・やすらぎ・知る・見る・触れる等々のアメ 東京都では落合，多摩川下水処理場で砂濃過に 

ニティーを高めた多機能性親水空間とする等々で よる三次処理が行われているが，富栄養化に基づ 

ある。 く赤潮の防止，処理水の高度利用等のためにもB

GD・ss分の処理のみでなく，窒素・リン・COD

3. 水環境保全型都市システムの構築 ・TOCの，より一層の高度処理が望まれる。 

上記の観点より，地球にやさしい水環境保全型 （4） 地域に適合した個別下水道の展開 

都市システムを構築するには次の諸施策が望まれ 人口5万人未満の市町村の下水道普及率は約5

る。 ％と極めて低い。人口密度の低い地域では下水道 

整備が困難であり，単独し尿浄化槽の後処理用浄 

3 -1 下水道の普及とその改善 化槽，し尿・生活雑排水処理用の合併式浄化槽の 

(1） 下水道普及率の向上 設置等，地域に適合した小規模下水道の普及が望 

表2に下水道普及率の国際比較を示した。先進 まれる。 

諸国と比較して我が国の普及率は著しく低い。 

平成3年度より第7次下水道整備5ケ年計画が平 3 -2 高度処理水の総合的利用の推進 

成7年末：55％を目標として総事業費16兆5千億 東京都では1984年，雑用水利用に係わる方針とし 

円でスタートしたが，より積極的な整備が望まれる。 て，延床面積3万m2以上，利用水量100 m3/day
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以上の建築物に対し小規模雑用水利用に対する指 の貯留槽を設置し，前述のトイレ洗際水，防火用 

導を強化している。芝浦・森ケ崎・三河島・落合・ 水等に利用することになっている。 

多摩川上流の各処理場では下水処理水を雑用水と 

して一部利用しているが，現在まだ6％程度と低 3 -4 水利用の社会システムの再構築 

い。利用水としては， トイレ用水，清流復活用水， 同様の主旨で，かつて郡上八幡の水船では，湧 

工業用水原水の他，防火用水，路面・床面洗浄水， 水を飲料・食用→野菜洗→食器洗・洗濯→魚池の 

街路樹・公園散水，スクラバー用水，洗車用水等 順で使用するシステムが確立していた。またイラ 

等が考えられ，その積極的な利用が望まれる。こ ンの格言では，上水トンネル（カナート）から汲 

の観点より，現在建築中の早大理工の新棟では， んだ水は赤子洗→食物洗→洗濯→畑の順で何度も 

トイレ洗海水として雨水30%，流し排水三次処理 利用しなければならないとされていた。これら水 

水70％の雑用水（中水）を利用する予定である。 質用途別の水利用システムは現代においても極め 

て重要である。 

3 -3 雨水の効率的利用の推進 

雨水利用の必要性とその意義を表3に示した。 

表3 雨水利用の必要性とその意義 

（イ）自己水源の確保】 

・雑用水への利用→水道水の節約 

・地下水の酒養→河川の流量確保→ 

→河川自浄作用への寄与 

・大規模ダム開発の抑制→河川上流の自然環境保護 
・防災用水の確保→防災都市の構築 

（ロ間I市環境の改善： 

・雨水流出の抑制 

→合流式下水道の雨天時放流負荷量の削減 
→都市型洪水の防止 

・地下水の酒養→ヒートアイランド化の防止 

・水辺空間復活への利用→アメニティー都市の構築 

東京都の年間平均降雨量は1500 mm，面積が約 

1000 km2，従って年間15億m3の降雨量で，上水 

利用量13億m3を上回る。現在東京都において， 

屋根・道路等による土壌の被覆率は区部で67%, 

多摩で41％で今後さらなる増加が見られ，緑地の 

復活が急務である。さらに雨水貯留槽の設置，透 

水性舗装の採用等その推進が望まれる。東京都新 

宿区では総合的な治水等の一環として，公共施設， 

敷地面積1000 m2以上の大規模民間施設を対象と 

して，1989年10月敷地面積1ヘクタール当り600

m3 の貯留量又は相当量の雨水流出抑制施設の設 

置に関する要綱を施行した。理工新棟では相当敷 

地面積4500 m2（建築面積2500 m2）で， 400 m3

3 一5 親水機会の強化 

表4に親水空間として望まれる施設等と既存の 

一例を示した。地球にやさしい水環境保全型都市 

表4 親水空間とその―例 

親水空間 例 

水際線復活 

清流復活 

親水公園 

人工なぎさ 

親水護岸 

ミティゲーション （カリフォルニア州） 

リバーウォーク計画（ニューョーク州） 

野火止用水，玉川上水，千川上水 

古川親水公園（江戸川区），滝野すずら 

ん丘陵公園（札幌郊外） 

葛西臨海公園，大阪南港 

大田川（広島），隅田川（荒川区） 

その他：ほたるの里，ふるさとの川づくり， 
ふるさと名泉など 

システムの構築には，前述のごとく，自然生態系 

と水と人との触れ合うことの出来るアメニティー 

を高めた多機能性の親水空間が必須である。 

3 -6 自然資源循環型自立性都市の創造 

持続可能な開発および人類と環境の共生を行う 

ためには完全循環・再利用による自然資源の保全 

と地球生態系の保存が必要である。米国・アリゾ 

ナ州アーコサンティにおいて， 1. 3ヘクタールの 

敷地に，図2に示す如き完全閉鎖空間（バイオシ 

ェルター）にミニ地球：バイオスフィア且を創成 
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声弾「‘ 
下水入口， 

消化槽ヘ ェコロジカルな浄化＃1
（下水浄化）曝気および 

定着性水棲植物 

図2

' ' 

：・ ‘ 」に・‘ 

オゾン殺菌 

エコロジカルな浄化＃2 ソーラー・サイロ 

曝気および浮遊性， 魚の牌化 
定着性水棲植物 および生産設備 

バイオシェルターの主要概念図 

し， 3800 種の植物・小動物，250 種の昆虫を生 

息させ，生態系を破壊せずに，エネルギー，水， 

空気，食料とも自給自足を営む予定で，8名の研 

究者が1991年9月より2年間の実験生活を開始し 

た。同様な主旨で，オーストラリア西北部のグレ 

ートサンデー砂漠に1万6千ヘクタールの規模で 

人口30万人の未来都市：砂漠緑化都市ーパシフィ 

ックの広大なる構想も展開されている。このよう 

な試みの成果により，現在の地球人口約54億人が 

2050年には100 億人を越えるという爆発的な人口 

増加の恐れの中で，未来都市として宇宙・超高度・ 

超深度地下・海底等への進出も，可能となるであろう。 

4． 地球にやさしい水環境の創造に向けての総合 

的アプローチ 

社会的・政策的アプローチとしては①理屈・法 

律もさることながら心・肌で環境の重要性を実感 

し得る環境教育の強化・充実，②官・産・学・民 

の一体化による各種計画・施策の効果的な推進・ 

実行，③新高度処理技術の開発・確立に基づく法 

規制の強化・充実，④新国際条約の締結に基づく国 

際協力体制の強化i技術的アプローチとしては， 

①高度処理技術，小規模処理技術，大規模環境浄 

化技術等の開発・確立，＠自然との調和・持続性 

ある共生思想に基づく新プロセスシステム・技術 

の開発・確立等々が挙げられるが，詳細は紙数の 

関係上割愛する。 

5． おわりに 

地球にやさしい環境保全型の都市システムを構 

築するには，自然環境と人間との調和，持続性あ 

樹園，果樹園への 
濯慨利用 

る共生の思想に基づき，現代の物質文明に対する 

深い反省から成さねばならない。これまでの科学 

技術・文明は全てのものを心のない単なる物体と 

して見て来たのではなかろうかと反省している。 

これからは自然の尊厳さ，自然資源・自然環境の 

価値・重要性を改めて再認識し，あらゆるものを 

心ある生命体として，自然には自然の心，物にも 

物の魂として，ライフスタイルの根本的改革を含 

め，本当の人間性に根ざした新しい科学技術体型・ 

文明を真塾な態度で創造・確立し，このかけがえ 

のない地球を大切にし，未来永劫の人類にしっか 

りと受け渡すことこそ，現代に生きる我々の究極 

的な使命・責務と考える。 

参考文献 

1）国松孝男・菅原正孝：“都市の水環境の創造” 

技報堂出版（1988) 

2 ）墨田区向島，本所保健所：“続・一粒の雨を 

オアシスにー雨水利用マニュアルー’’墨田区 

(1991) 

3）忠明功臣ら：“水環境の保全と再生’’山海道 

(1987) 

4）東京都下水道局計画部総合計画課：“下水道 

-21世紀都市東京を創る（21世紀の下水道を考 

える懇談会報告）”，東京都（1990) 

5）ナンシー・ジャック・トッド， ジョン・トッ 

ド，（芹沢高志訳）:'‘バイオシェルター”，工作 

舎（1988) 

6 )“環境保全型都市システムに関する調査’’報 

告書，日本環境技研（1991) 

-7



研究室 

紹 介 
（物理化学・電子材料化学） 

逢坂研究室 

本研究室は電気化学（Electrochemistry) をバックボーンとして発展し，研究展開を行っています。 

化学の研究者は，基本的には‘‘何か新しいものを創造してゆくことができる”という理念のもとに，研 

究プロジェクトも新しい材料を創り出しその機能を評価しながら，より新たな材料創製を行えるように 

しています。具体的には「高機能薄膜材料」を対象とし，その作製方法に電気化学的な方法を取り入れ 

てゆく方針で行っています。そのため，高機能薄膜材料を多く必要とするエレクトロニクス分野への応 

用を踏まえた基礎研究が主体となっており，薄膜作製・物性評価・機能特性発現機構などの基礎解析か 

ら，これらの薄膜を用いて作製した種々の素子のデバイス特性まで，広範な研究を展開しています。研 

究室構成は助手1名，理工研研究員2名，博士課程1名，修士課程8名，研修生1名，卒研生7名です。 

また日本女子大・中村研究室より卒研生2名が加わっています。この他に委託研究関係企業の研究員数 

名も月に何回か出入りして研究室を活性化しています。 

以下に現在進行中の各研究テーマの概略を示します。無機材料から有機材料まで広範な分野に広がっ 

ていますが，「高機能薄膜」「電子材料」というキーワードでつながっています。 

＠高密度垂直磁気記録媒体 

昨今の情報化社会の進展に伴い，磁気記録装置には高速化・大容量化，すなわち高記録密度化が求め 

られています。本研究室では次世代超高密度記録を担う垂直磁気記録方式に適した記録媒体を無電解 

Co 系薄膜により作製し，磁気特性と微細構造の相関性，記録再生特性解析による媒体システム最適化 

等に関し検討しています。 
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＠高透磁率薄膜 

薄膜型磁気ヘッド，アクチュエータ，センサーデバイス等に用いられている高透磁率薄膜材料を，高 

飽和磁束密度を示す無電解CoB系薄膜により作製し，成膜条件による特性制御手法の確立，特性発現機 

構の解析などの検討を行っています。 

＠無電解ニッケル合金薄膜の基礎特性 

無電解析出による機能薄膜として代表的なNiP系アモルファス薄膜のパルス電解併用による作製およ 

びNiSn系薄膜の作製を試み，成膜時の各パラメータについて検討を行っています。 

⑥リチウムニ次電池材料 

小型電子機器の発展に伴う高性能二次電池のニーズに応え， リチウム二次電池の負極リチウム電極特 

性の多角的な解析，軽量フレキシブル電池を目的とした高機能性電解重合導電性高分子の作製および特 

性評価，さらに全固体型薄層電池への応用を目的とした高分子固体電解質の特性評価を行っています。 

＠電解重合有機薄膜 

材料作製，成形プロセスとして優れた電解重合法を用いた有機高分子薄膜，特に絶縁性薄膜に着目し， 

その生成反応機構の解明を行うとともに，電解重合絶縁性高分子薄膜を用いた非線形抵抗素子やイオン 

センサー等の新規有機電子デバイスを作製し，その基礎特性と作製プロセスの相関を検討しています。 

⑥走査トンネル顕微鏡による薄膜生成プロセスのifl Situ解析 
走査トンネル顕微鏡（STM）法は，1982年に提案された，全く新しい概念に基づく解析手法であり，真空 

中のみならず気相中，さらには液相中でも原子レベルの超高分解能観察が可能です。本研究室ではこの 

STMに電気化学反応制御系を組込んで，無電解析出法による薄膜生成プロセスのin situ（その場）超高 

分解能解析を行っています。 

以上のように種々のデバイスに応用されるような高機能薄膜材料について大学としてのアカデミック 

な視点からの検討を進めています。これらの研究には学生が主力となって取り組み，日々の実験・討論 

の結果から生まれる新しい提案を積極的に行なえるようにしています。学生にとって新しいアイディア 

と手法で如何に研究を進展させていくかを考えることが重要と考えています。 

以下に最近の我々の研究論文および主要な総説，著書を示しますので御参考にして下さい。 

☆1991年以降の原著論文 

'Effect of Heat-Treatment on the Magnetic and Structural Properties of Perpendicular Magnetic

Anisotropy CoNiReP Films Produced by Electroless Deposition

T. Osaka, T. Homma, K. Inoue, J. Electrochem. Soc., 138(2), 538 (1991). 

・テクスチャー処理基板上に成膜した無電解Co薄膜媒体の磁気特性と微細構造 

逢坂哲蒲，本間敬之，井上克己，浅井弘紀，飯塚博夫，吉野浩，後藤文男，表面技術，42(3L 334

(1991). 

・無電解CoNiP 垂直磁気記録媒体の磁気特性と微細構造 

本間敬之，井上克己，浅井弘紀，大類 研，逢坂哲蒲，山崎陽太郎，並河建，日本応用磁気学会誌， 

15(2), 113 (1991). 

'Transmission Electron Microscopy Study of Electroless NiP and Cu Films at Initial Deposition

Stage

T. Homma, K. Naito, M. Takai, T. Osaka, Y. Yamazaki, T. Namikawa, J. Electrochem. Soc., 

138(5), 1269 (1991). 

'Application of Pulse-Heating Method to Electroless Ni Alloy as a Thin-Film Resistor
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J. Kawaguchi, T. Osaka, I. Saito, T. Yamazaki, Jpn. J. Appi. Phys., 30(5), 1067 (1991). 
'Preparation and Electric Resistance Evaluation of Electroless NiReP Alloy Films as a Thin Film
Resistor

T. Osaka, T. Homma, M. Fukawa, H. Iwamoto, J. Kawaguchi, Denki Kagaku, 59(8), 723 (1991). 
'Perpendicular Magnetic Recording Perfomance with Ring- Type Heads for Electroless Plated
CoNiReP/NiFeP Double - Layered Media
T. Homma, K. Noda, T. Watanabe, T. Osaka, Jpn. J. App!. Phys., 30 (9A), 1979 (1991). 

'Effect of Head Gap Length on Perpendicular Recording Performance of Electroless CoNiReP/Ni
FeP Double - Layered Media Using MIG Heads

T. Homma, T. Watanabe, T. Osaka, F. Goto, J. Magn. Soc. Jpn., 15 (S2), 305 (1991). 
'Correlation between Film Composition and Magnetic Properties of Electroless - Plated CoNiP
Perpendicular Magnetic Recording Media
T. Osaka, T. Homma, H. Asai, K. Ohrui, Y. Yamazaki, T. Namikawa, J. Magn. Soc. Jpn., 15
(S2), 965 (1991). 

'Electroactive Polyaniline Film Deposited from Nonaqueous Media ifi. Effect of Mixed Organic
Solvent on Polyaniline Deposition and Its Battery Performance
T. Osaka, T. Nakajima, K. Shiota, T. Momma, J. Electrochem. Soc., 138 0),, 1019 (1991). 

'Microstructural Study of Electroless-Plated CoNiP Ternary Alloy Films for Perpendicular
Magnetic Recording Media. 

T. Homma, K. Inoue, H. Asai, K. Ohrui, T. Osaka, IEEE Trans. Magn., 27 (6), 4909 (1991). 
'Perpendicular Magnetic Recording Process of Electroless-Plated CoNiReP/NiFeP Double-
Layered Media vith Ring-Type Heads
T.Osaka,T.Homma,K.Noda ,T.Watanabe,IEEE Trans.Magn., 27 (6), 4963(1991). 

'Electropolymerization of Electroinactive Polypyrro!e Film for a Nonlinear MIM Switching
Device

T. Osaka, T. Fukuda, K. Ouchi, T. Nakajima, Denki Kagaku, 59 (12), 1019 (1991). 

'LCD Driving Characteristics of MIM Diode Using Electropolymerized Polyprrole Thin Film as
an Insulator

T. Nakajima, F. Matsushima, T. Fukuda, T. Osaka, Denki Kagaku, 59 (12), 1074 (1991). 
'An in situ Study on Electroless- Deposition Process by Scanning Tunneling Microscopy
T. Homma, T. Yamazaki, T. Osaka, J. Electrochem. Soc., 139 (3), 732 (1991) 

・無電解CoNiP 垂直磁気記録媒体の磁気特性および微細構造におよぼす熱処理効果 
本間敬之，浅井弘紀，大類 研，荒木成典，逢坂哲禰，山崎陽太郎，並河 建，日本応用磁気学会誌， 
16(2), 63 (1992). 

'Co -Based Soft Magnetic Thin Films Produced by Electroless Deposition
T. Osaka, T. Homma, K. Saito, A. Takekoshi, Y. Ymazaki, T. Namikawa, J. Electrochem. Soc., 
139(5), 1311 (1992). 

☆各テーマ関連の主要な総説および著書 

⑨テーマ全体 

'Electrochemical Aspects of Advanced Electronic Materials. 

T. Osaka, Electrochimica Acta, 37 (6), 989 - 995 (1992). 

・「現代電子材料」 

馬場宣良，逢坂哲禰，，小山 昇 共著，講談社サイエンティフィク，1986. 4. 
・「電気化学法 基礎測定マニュアル 」 

逢坂哲蒲，小山 昇，大坂武男 共著，講談社サイェンティフィク，1989, 4. 
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・「電気化学法一応用測定マニュアルー」 

逢坂哲禰，小山 昇 共編，講談社サイエンティフィク，1990. 1. 

・「最新機能成膜プロセス技術ーェレクトロニクスにおける機能膜作製技術ー」 

逢坂哲禰，二瓶公志 監修，広信社，1987. 6. 

＠無電解金属薄膜 

・無電解Co合金めっき垂直磁気記録媒体 

逢坂哲禰，本間敬之，表面技術，42, (3), 283 (1991). 

・電子部品への無電解ニッケル合金めっきの応用 

津井秀夫，逢坂哲禰，表面技術，42(9), 888 (1991). 

・無電解めっきによるセラミックス基板の導電化コーティング 

逢坂哲禰，ニューセラミックス，4(11), 88 (1991). 

・めっき薄膜を使う一磁気ディスクとヘッドー 

逢坂哲禰，化学工学，56(2), 121 (1992). 

⑥電解重合有機薄膜 

・機能材料としての導電性高分子薄膜の合成と評価 

逢坂哲蒲，電気化学および工業物理化学，58(3), 218 (1990). 

・ポリマー二次電池とその基礎特性評価法 

逢坂哲蒲，門間聡之，電気化学および工業物理化学，60(5), 369 (1992). 

@STM

・走査トンネル顕微鏡による無電解めっき析出過程のin situ 観察 

本間敬之，山崎琢也，逢坂哲禰，表面技術，43 (5 ), 378 (1992). 
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新博士誕生 

論文題目 

有機膜および無機膜を用いた血 

奨分離器における血液波過の機 

構 

小笠原 啓 一 

昭和62年3月 

平成元年3月 

4年2月 

4年3月 

4年4月 

応用化学科卒業 

博士前期課程修了 

工学博士（早稲田 

大学） 

博士後期課程修了 

通商産業省 工業 

技術院 繊維高分 

子材料研究所入所 

このたび，早稲田大学より工学博士の学位を授与され，身に余る光栄と深く感謝しております。これもひとえに酒 

井清孝教授，平田彰教授，豊倉賢教授，平沢泉助教授をはじめとする応用化学科諸先生方の御懇篤な御指導の賜と厚く 

御礼申し上げます。また，幾多の面で大変お世話になりました先輩諸兄や酒井研究室の皆様に心より御礼申し上げま 

す。 

人工臓器研究の分野は医学と工学の境界領域に属し，これからも工学者の知識が必要とされる分野です。本論文は， 

血液中から病因物質を除去する血奨分離および健常人から血奨成分を採取するドナープラズマフェレーシスに関する 

もので，血液憶過のメカニズムについて検討したものです。いまだ機構の完全な記述には至っていませんカら 化学工 

学の手法を用い，血液億過の特性を理解し，高効率な血液漁過器の設計にあたり，多少なりとも基礎的な知見を得る 

ことができたと思っております。 

現在私は繊維高分子材料研究所の研究員として地下水浄化用高機能膜材料システムの開発に従事しております。こ 

の学位取得を節目として，早稲田大学の名を汚すことのないよう，一層の研績を重ねる所存でおりますので，今後と 

も皆様の御指導，御鞭捷を賜りますようお願い申し上げます。 

論文題目 

Preparation of Clay-Organic Inter-

calation Compounds by Solid -Solid

Reactions and Their Application to
Photo-functional Materials

固体間反応による粘土有機層間化合 

物の合成と光機能発現 

A
小 川 

昭和62年3月 応用化学科卒業 

平成元年3月 修士課程修了 

3年4月～4年3月 

早稲田大学各務記 

念材料技術研究所 

助手 

4年2月 工学博士（早稲田 

大学） 

4年3月 博士後期課程修了 

このたび早稲田大学において工学博士の学位を取得できましたことは，暖かく御指導下さいました加藤忠蔵先生， 

黒田一幸先生，逢坂哲禰先生のお蔭であり心よりお礼申し上げます。また研究室で共に過ごした皆さん，いつも暖か 

く励ましてくれた友人，そして両親に心より感謝致します。 

論文は層状の粘土鉱物と有機化合物との層間化合物の合成と性質に関するもので，まず固体間反応という新しい層 

間化合物の合成法を提案しました。また分子レベルの二次元空間を提供する層間を媒体として利用して，フオトクロ 

ミズム，光化学ホールバーニングなどを示す光機能性種を組織化し，新規な材料としての可能性を提案しました。研 

究を通して多くの人達と知り合い，また多くのことを学ぶことができましたが，とりわけ目的の物性を実現する喜び 

を多くの人達との共同作業の中で経験できたことが自分にとって最も大きな収穫だったように思います。 

環境問題など化学が貢献しなければならない問題が山積している今日，化学を学ぶことができた幸運に感謝すると 

共に，責任を感じて一層努力していきたいと考えています。今後とも皆様方の御指導，御鞭捷を賜りますようお願い 

申し上げます。 
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論文題目 

Syntheses of Intercalation Corn-

pounds of Layered Transition

Metal Oxides and Their Proper-

ties

層状遷移金属酸化物からの層間化合 

物の合成と性質 ‘油 

中 戸 晃 之 

昭和62年3月 応用化学科卒業 

平成元年3月 修士課程修了 

3年4月 早稲田大学理工学 

部助手 

4年2月 工学博士（早稲田 

大学） 

4年3月 博士後期課程修了 

このたび，早稲田大学より博士（工学）の学位を授与され，身に余る光栄であり，たいへん嬉しく思います。研究 

の初めより長きに亘ってご指導いただいた加藤忠蔵教授，黒田一幸教授，数多くのご高言を賜った逢坂哲禰教授始め 

応用化学科諸先生方に心より御礼申し上げます。また実験その他に関してご助言，ご協力をいただいた研究室の皆様 

にも深く感謝いたします。 

層状の無機物の層間に有機物を入れると無機だか有機だか分らないものができる，と加藤先生の講義で教わった 

のが学部3年生の時，加藤・黒田研究室配属以来その無機一有機層間化合物と楽しいつきあいを続けてきました。本 

論文は，これまでほとんど研究されていなかった層状遷移金属酸化物の層間化合物を取り上げ，合成と物性との両面 

からその特徴を追究したものです。研究を通じて知り得たこれらの物質の個性の一端を博士論文として纏めることが 

でき，幸運であったと感謝している次第です。 

私は現在も助手として早稲田大学で研究を続けております。学位取得はーつの節目ではありますが．初心を忘れず 

一層の研績を積む所存です。皆様のご指導ご鞭推のほどよろしくお願い申し上げます。 

論文題目 

A Chemical Engineering Study on

Biocatalysts and Their Application

to Bioprocesses

（生体触媒とそのバイオプロセスへ 

の応用に関する化学工学的研究） 

平 田 

昭和62年3月 応用化学科卒業 

平成元年3月 博士前期課程修了 

4年3月 工学博士（早稲田 

大学） 

博士後期課程修了 

4年4月 日本学術振興会特 

別研究員（PD) 

この度，早稲田大学から博士（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝致しております。本研究を展開す 

るにあたり平田彰教授ならびに遠藤勲理化学研究所主任研究員に懇切なる御指導を賜りましたこと，心より感謝申し 

上げます。また，本論文をまとめるにあたり多大なる御助言を賜りました豊倉賢教授，酒井清孝教授，平沢泉助教授， 

ならびに幾多の面でお世話戴きました応用化学科の諸先生方，理化学研究所の諸研究員方に厚く御礼申し上げます。 

バィオプロセスでは未だ生産効率の向上が課題となっており，生体触媒の特性を活用したバイオプロセスと周辺技 

術の開発・確立が重要であると考えられます。本論文は，生体触媒をバイオプロセスへ応用する際の基礎的技術の確 

立を目的として，生体触媒のキャラクタリゼーション，生成物分離型バイオリアクターによる反応平衡・反応速度の 

改善，ェキスパートシステムによるバイオプロセス知的診断法の開発に関する成果をまとめたものであり，人工甘味 

料アスパルテームの前駆体酵素合成に関しては，酵素反応と抽出を同時に行わせることにより，遊離酵素を連続利用 

し，収率100％で合成するバイオリアクターを開発しております。 

現在，日本学術振興会特別研究員（PD）として平田教授のもとで研究を続けております。学位取得を研究者とし 

ての第一歩とし，一層努力する所存でおりますので，今後とも御指導，御鞭捷を賜りますようお願い申し上げます。 
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論文題目 

A Study on Electrochemically
Deposited Thin Films for

Magnetic Devices

（電気化学的手法による磁気デバイ 

ス用薄膜に関する研究） ' 
~一～、 

本 間 敬 之 
昭和62年3月 応用化学科卒業 

平成元年3月 修士課程修了 

3年4月 早稲田大学理工学 

部助手 

4年3月 工学博士（早稲田 

大学） 

4年3月 博士後期課程修了 

このたび早稲田大学より博士（工学）の学位を授与され，身に余る光栄と深く感謝致しております。これは，逢坂 

哲蒲教授・加藤忠蔵教授・黒田一幸教授をはじめとする応用化学科諸先生方の御指導の賜と厚く御礼申し上げます。 

また研究を進めるにあたり御助言，御協力，またお励まし下さった研究室内外の諸兄にこの場をお借りして心より御 
礼申し上げます。 

本論文は・液相中からの反応析出による電気化学成膜法により作製した機能性薄膜材料に関するものであり，特に 

高機能磁性薄膜を対象に，より高度な機能を有する薄膜の創製，特性発現機構および膜生成機構の解析，さらに特性制 

御手法について系統的検討を行ったものであります。材料物性としての“磁性”は，他の物性に比較して極めて構造 

敏感であり・機能特性発現のためには結晶レベルからの微細構造の制御が必要となります。そこで，6年間の研究を 

通じて・膜微細構造と機能特性の相関性について解析を進めると共に，そのような微細構造が形成される過程のln
situ（その場）解析手法を確立するべく検討を重ねてまいりました。 

今回の学位取得をひとつの節目とし，今後ともより一層の研鎖を重ねる所存でおりますので，どうか宜しく御指導． 

御鞭捷賜りますようお願い申し上げます。 
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職場だよ り 
~～~～~～~～一～～一 

1． はじめに 

世界の政治，経済が激動・激変し日本そして日 

本の企業も大きな試練の時を迎えている中，応化 

会の皆様方におかれましてはますますご清栄のこ 

ととお慶び申し上げます。 

さて，今回は日本石油グループの会社概要およ 

び応化会員の近況を報告させていただきます。 

2． 会社概要 

日本石油は1988年（明治21年）に創立されて以 

来わが国で最も古い歴史をもち，最も大きな規模 

の石油会社として， 1世紀にわたり石油を中心と 

したェネルギーを通して社会に貢献してきました。 

1890年に新潟製油所が完成し，1929年横浜製油 

日本石油株式会社 

所，1930年下松製油所が完成しました。終戦後操 

業を再開し1955年には日本石油化学，日本石油瓦 

斯を設立，1956年には主力製油所となる室蘭製油 

所が完成し，1964年から8年を費し3期工事にて 

当社最大の根岸製油所が完成しました。1968年に 

は日本石油開発を設立し“自前原油”の開発を開 

始，海外にも1960年に米国法人を，1980年にシンガ 

ポール法人，1986年に英国法人，1988年に台湾， 

オーストラリア，オランダ法人を設立しグローノぐ 

ルな展開を行っています。 

当社の事業所は国内18支店に加え海外10拠点， 

世界最大級の石油備蓄基地である喜入基地，全国 

油槽所74ケ所，6製油所に中央技術研究所とワー 

ルドワイドでしかも緊密なネットワークを発展さ 

ョ訟一‘又、 
、 

日本石油本社 
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せています。製油所の精製能力は当社グループの 

日本海石油，興亜石油，九州石油を含めると約94

万バーレルノ日，ガソリンをはじめとする燃料油， 

潤滑油を販売するサービスステーションが全国に 

約1万ケ所と石油業界のリーディングカンパニー 

としてふさわしい規模とパワーを有しています。 

50）が技術商品1課長として中京地区の需要家に 

対して潤滑油販売と商品開発業務の第一線で活躍 

中です。そのほか神戸支店，福岡支店でも応化会 

員がそれぞれの地域で奮闘しています。 

としてふさわしい規模とパワーを有しています。 (2） 研究部門 

中央技術研究所は日石グループ全体のリサーチ 
3・ 応化会員の近況 センターとして1971年に川崎から横浜市本牧に移 

日本石油グループには日石稲化会が組織されて 転してきました。山側を市民の憩いの場である緑 
おり，0Bを含めて現在116 名の応用化学科卒業 豊かな三渓園，八聖殿，本牧市民公園などに，海 

生，化学科卒業生が会員となっています。日石稲 側を公園工場と言われている根岸製油所に囲まれ 
化会は，毎年7月に大学より森田先生，菊地先生， た大変良好な環境に位置しており，横浜名所の中 

平田先生，松田先生のご出席をいただいて総会を で最も若者に人気のあるベイブリッジの美しさを 

開催し，会員相互の懇親を深めています。今年は 研究所の窓から望むことができます。 
7月8日に第19回日石稲化会を開催する予定です。 研究所には，現在13名の応化会員が元気に活躍 

今年もきっと盛会となることでしょう。 しています。 

さて，日本石油グループの応化会員の幅広い分 まず， トライボロジー研究室では高度な技術商 

野での活躍を全て紹介することは紙面の都合でで 品である各種潤滑油関連製品の開発が精力的に進 

きませんが，各部門ごとに簡単に紹介させていた められています。特に最近は環境，安全といった 

だきます。 面で顧客の要求も多様化しており，水素化分解基 

油を用いた高性能商品，更に合成潤滑油を用いた 
(1） 商品開発部門 看板商品の研究開発が中心となっています。ここ 

日本石油の商品開発部門は，本社に潤滑油・特 では渡辺治道（昭38）が副所長としてトライボロ 

殊品を担当する技術商品部と燃料油・新規事業分 ジー研究室を統括，指揮しており，小倉茂稔（昭 

野を担当する開発部があり，全国18支店と本社の 37）が切削・圧延など金属加工油を担当するグル 

産業燃料部にそれらの開発業務を展開する担当課 ープリーダーとして，また加賀谷峯夫（昭47大修） 

があります。陣頭指揮をとるのは柳津 亘（昭和 が自動車用潤滑油を担当する主管研究員として活 
33）日本石油取締役技術商品部長で，その指揮の 躍しています。 

下に3名の応化会員が研究所や支店と密接な連絡 ェネルギー研究室では米国における環境規制の 

を取りながら自動車，船舶，工業用潤滑油の開発・ 動向を把握しつつ，我が国の将来をにらんだ高性能 

改良，潤滑油販売のまとめ，海外業務を推進して 高付加価値燃料油製品およびその生産に関する技 

います。開発部では藤宗篤雄（昭40)，大内正興 術開発を行っています。ここでは小俣達雄（昭49
（昭40）が主管部員として燃料油， コージェネシ 大修）がガソリンおよびディーゼル軽油等の自動 

ステム，新素材，バイオ技術の開発に取り組んで 車用燃料製品開発担当のグループリーダーとして， 

います。 また井野 隆（昭56大博）が当社独自の残油分解 

また，ニューョーク事務所には遠藤宣弘（昭49） プロセス用触媒の開発に主管研究員として携わっ 

が課長として米国メジャーを相手に日系企業の石 ており，さらに今後の石油利用技術のーつとして 

油製品米国現地調達のコーディネートや米国の石 注目されている触媒燃焼の分野でも2名の若手の 

油関連技術情報収集に，東奔西走の日々を送って 応化会員が奮闘しています。 

います。 台湾では保谷 登（昭58大修）が駐在員 ニューケミカル研究室はポリオレフィン等の基 

として頑張っています。 礎化学材料，液晶画質向上膜等の機能性化学材料， 

本社の産業燃料部では倉持 誠（昭46）技術商 ビタミンB12等のバイオ化学材料といった柱で構 
品課長のもと2名の応化会員が大手需要家である 成されています。ここでは超高分子量ポリエチレ 

自動車，船舶，航空，鉄鉱，電力などの主要企業 ン材料の開発に小林征三（昭38）が，またポリオ 

と共同研究あるいは共同開発といった業務を展開 レフィン製造触媒の開発に田島吉雄（昭43）がそ 

しています。また，名古屋支店には山崎隆史（昭 れぞれ主管研究員として活躍しています。 
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ニューマテリアル研究室は炭素繊維関係が中心 を中心に山崎誠二郎（昭51大修），大津伸行（昭 

テーマであり，製造技術とその利用技術の研究が 52大修）ら主管部員他5名の応化会員が活躍して 

大々的に行われています。ここではグループリー います。 

ダーとして早田喜穂（昭48大修）が若手の応化会 原油処理能力36万バーレルノ日と日本一の規模 

員2名とともに航空宇宙分野をターゲットにした を誇る根岸製油所は，日石グループの中核生産拠 

先端耐熱複合材料の開発等に挑戦しています。 点として，燃料油，高級潤滑油，アスファルト， 

パラフィン等を供給しています。 

(3） 製造部門 当製油所にある数多くのプラントを管理してい 

現在，日本石油グループでは将来の石油需要構 る計画部門には計画2課長代理の槍豊太郎（昭50) 

造軽質化，重質原油の価格低下をにらみ，根岸製 他3名が勤務しており，新設装置プロジェクト， 

油所にChevron 社のRDS（重質油脱硫）装置， 製油所コンピューター化プロジェクト等を推進し 

Stone & Webster社のRFCC（重質油接触分解） ています。また，操業の中心となる製油部門には 

装置の建設を行っています。MTBE (Methyl 応化会員5名があり，RFCC, RDS, MTBE各装 

Tertiary Butyl Ether）製造装置も本年秋に稼働 置の建設，運転計画を中心となって進めている他， 

し，これらの総投資額は800 億円にも及びます。 既設プラントの効率化，コンピューター化推進に 

これらに加え，サウジとの合弁製油所プロジェク 努力しています。 

トも抱え，活気にあふれる製造部門の先頭に立っ 北海道で最大の製油能力（15万バーレルノ日） 

ているのが清水 固（昭31）日本石油精製常務取 を誇る室蘭製油所では，北海道独特の製品需要構 

締役です。 成（灯油・軽油等中間留分の比率が著しく高い） 

本社の製造部は，日本石油グループ7製油所 を安定的に併給するため，重質油を軽質化する分 

（日本石油の新潟，日本石油精製の室蘭，根岸， 解型装置（減圧残油脱硫装置，水素化分解装置等） 

横浜，下松，沖縄，および日本海石油の富山）の を重点配置しています。当製油所の計画部門に又 

生産管理，設備計画を行っており，この製造部に 木登司（昭45大修）計画課長他1名，製油部門に 

は吉村晃一（昭34）日本石油精製取締役製造部長 渋谷敬一（昭46大修）製油1課長がおり，効率日 

(3） 製造部門 

現在，日本石油グループでは将来の石油需要構 

造軽質化，重質原油の価格低下をにらみ，根岸製 

油所にChevron 社のRDS（重質油脱硫）装置， 

Stone & Webster社のRFCC（重質油接触分解） 

装置の建設を行っています。MTBE (Methyl

Tertiary Butyl Ether）製造装置も本年秋に稼働 

し，これらの総投資額は800 億円にも及びます。 

これらに加え，サウジとの合弁製油所プロジェク 

トも抱え，活気にあふれる製造部門の先頭に立っ 

ているのが清水 固（昭31）日本石油精製常務取 

締役です。 

本社の製造部は，日本石油グループ7製油所 

（日本石油の新潟，日本石油精製の室蘭，根岸， 

横浜，下松，沖縄，および日本海石油の富山）の 

生産管理，設備計画を行っており，この製造部に 

は吉村晃一（昭34）日本石油精製取締役製造部長 

根岸製油所 
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本一の製油所を目指し精力的に活動しています。 て調査，市場開発等の管理を行っています。 

現在原油処理を停止している横浜・下松製油所で 渡辺壮太郎（昭45大修），小林俊孝（昭55大修） 

は，日石開発部門の実証化サイトとしても貢献し は，ニューョーク事務所において，海外事業の展 

ています。吉田博幸（昭49大修）は横浜製油所の 開のため頑張っています。 

開発課長として，燃料電池，バイオ，ディーゼル 当社の研究所は，生産研究所，樹脂研究所，新 

エンジンNOx低減等，各種プロジェクトの取り 材料研究所の3つに分かれております。基礎研究 

まとめを行っており，茶谷正明（昭53大修）はイ は日本石油の中央技術研究所で行っています。 

ギリスへのバイオ留学経験を生かし，下松製油所 生産研究所では，低分子のスペシャリティーモ 

で遺伝子操作の研究に従事しています。 ノマーから機能性ポリマーまでの幅広い分野の基 

礎研究，製造技術の開発，商品化までの研究を行 

(4） 石油化学部門 っており，川上重信（昭46大修），大美賀広芳（昭 

日本石油グループの石油化学部門を担っている 49大修）両主管研究員他4名が，触媒開発，有機 

日本石油化学は，日本最初のセンター会社のーつ 合成などの基礎研究を基にして，プロセス開発， 

として川崎地区石油化学コンビナートを完成させ， 反応工学，分離精製技術などの生産技術システム 

さらに次世代の企業発展につながる事業機会創出 の研究を積み上げ，商業設備の実現に至るべく各 

のため，先端複合材料，高機能性高分子などの開 種の研究を行っています。 

発をはじめ，バイオテクノロジー，エレクトロニ 樹脂研究所は，長年培ったポリマー技術をベー 

クス産業，宇宙産業関連分野へも研究スパンを拡 スにしてポリマーの基礎物性研究，顧客の要求に 

大しています。 応えた新グレードの開発，特殊ポリマーの開発， 

日本石油化学には，現在32名（化学科卒業生を 工業部品分野への用途開発，独自の加工技術を駆 

含む）の応化会員が勤務しています。 使したプラスチック加工商品の開発を行っており， 

本社では，社長室に主査の菖 肇（昭39）他1 応化会員2名が活躍しています。 

名が企画，国内外の新規プロジェクトなど中長 新材料研究所は次世代の高分子材料開発センタ 

期的課題に取り組んでおり，新規石化コンビナー ーとして位置づけられています。研究の指向は， 

トを建設するためのフィジビリティースタディな スーパーエンジニアリングプラスチックに代表さ 

どの業務を推進しています。開発部では糸州 裏 れる高機能化と，電気，光機能性高分子に代表さ 

（昭41）他1名が石油ピッチ系炭素繊維を使用し れる高機能化の2つに大別されており，これらの 

た先端複合材料事業に取り組んでいます。技術部 素材の基礎研究から加工技術，デバイス化への応 

の水野文夫（昭37)，南 和男（昭38）両主管部員 用技術開発までの一貫した研究に野際基実（昭43

は，技術の向上，生産の効率化を推進する一方， 大修）主管研究員他3名が取り組んでいます。 

新製造プロセスの開発を支援しています。研究部 川崎事業所（川崎工場，浮島工場）は，川崎地 

では，2名の応化会員が特許など新規製品の調査， 区のコンビナート会社としての重大な責任を果た 

企画，市場開発に取り組んでいます。 しています。ここでは，木下義彦（昭39）計画課 

化成品本部では，石油化学製品の基礎原料から 長代理他2名が，製造装置の改良や最新技術の導 

誘導品に至るまでの各種製品に加え，独自の技術 入を実施するとともに，合理化による徹底した製 

力で開発し，改良した特殊製品を含めて生産販売 造コストの削減に取り組んでいます。 

しています。ここでは，持丸次雄（昭44大修）業 以上 

務課長他1名が需要予測に基づき，原料，半製品 

の輸入，生産，販売に至る各部門に係わる調整を 文責： 

行う中枢的機能を受け持っています。 小俣達雄 昭49大修，池田 浩 昭54大修 

合成樹脂本部では，汎用分野はもとより，特殊 安達博治 昭57大修，内田 悟 昭54

用途分野にいたるまで多様にして高度なニーズに 

対応したポリオレフィン樹脂を生産販売していま 

す。また，長年にわたり蓄積した技術を応用して 

付加価値の高い複合材や機能性樹脂への展開を図 

っており，比留間哲生（昭40）が，副本部長とし 
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応化 教室近況 

加藤忠蔵先生の退職にあたって 

加藤忠蔵先生は，理工学研究所長，理工学部長，理事をはじめとする要職につかれ，四十六年余の永 

きにわたり，応用化学科並びに早稲田大学の発展のため尽力してこられましたが，本年3月をもって定 

年退職されました。そこで，昨年大坪・加藤研究室門下生を中心として「加藤忠蔵先生記念会」 を発足 

させ，諸行事を行いました。 

まず，本年1月17日に学内の諸先生や門下生，さらに在学生も参加して理工学部キャンパスで最終講 

義が行われました。演題は「分子・イオンのインターカレーションによる先端無機材料の開発」でありま 

したが，先生の永年の研究成果だけでなく，時代の流れに先生ご自身の歩みを重ね合わせて興味深くお 

話し頂きました。特に，終戦直後（昭和20年9月）ご卒業であられる先生の卒業論文の序文を示され， 

現代の私達が持つことの出来ない，科学者としての先生の強い使命感をお話し頂き，私共に大きな感銘 

をお与え下さいました。 

また，本年3月20日には加藤先生ご夫妻をお招き致し，「加藤忠蔵先生の古希を祝う会」 をパレスホ 

テルにて開催致しました。ご来賓として，小山総長をはじめとする7名の学内役職者，村井元総長をは 

じめとする名誉教授の4先生，鎮目応化会元会長以来の歴代応化会会長ほか合計17名をお迎え致し，学 

内諸先生や門下生をあわせると約250名のご出席を頂く盛会となりました。ご来賓のお祝辞や，門下生 

のスピーチを頂戴し，最後に加藤先生ご夫妻を拍手でお送り致し散会致しました。 

加藤先生ご夫妻は非常にお元気で，先生は現在も尚お忙しく，東奔西走しておられます。先生の変わ 

らぬご活躍をお祈り申し上げますとともに，今後も，応用化学科，早稲田大学のために是非ご助言を賜 

りますようお願い申し上げます。 

昭和49年卒・新24回 応用化学科教授 黒田一幸 

昭和58年卒・新33回 応用化学科助教授 菅原義之 
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長谷川肇教授の退職に当たって 

永い間応用化学科で活躍された長谷川肇先生には，昨年めでたく古希を迎えられ，本年3月をもって定 

年御退職になられました。本年度は加藤忠蔵先生とお二人も御退職されることになり，応用化学科にも 

時代の変遷の波が押し寄せてくることを痛感させられます。 

先生の御退職に当って，本年1月18日に最終講義として『研究生活を顧みて』 という題で長年の研究 

成果を纏められました。これには約180名の人が集まり，聴講者に深い感銘を与えました。また先生の 

多年のご功績を記念し，あわせて感謝の微意を表するため昨年来0Bを中心に実行委員会が設立され， 

諸行事が企画実施されました。醸金計画には多数の方が御賛同下さり， 3月14日京王プラザホテルで行 

われたパーティで記念品を贈呈させて頂くことが出来ました。このパーティも村井元総長を始め130名 

のご出席のもと和気寵々裡に進行し，先生ご夫妻もお喜び下さり有意義に終了いたしました。 

先生には御退職後は永い間の念願であった庭木の手入れや，新たに始められたジョギングを毎日楽し 

まれておられます。今後益々お元気に過ごされますようお祈りしております。 

応化教授 佐藤匡（新3回） 
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豊倉 賢教授「化学工学会学会賞受賞」 

晶析現象と晶析装置の設計に関する研究― 

豊倉先生は，本年4月2 日大阪府立大学で開催された第57年会において表題の研究功績に対し，化学 

工学会学会賞ならびに池田禰三郎賞を受賞されました。この賞は，一貫した晶析に関する独創的な研究 

と国内外への国際的貢献が認められたもので，私立大学を卒業し私立大学で活躍された先生として初め 

ての受賞で大変意義深いものであります。 

昭和51年卒・新26回 応用化学科助教授 平沢 泉 

酒井清孝教授「化学工学会研究賞受賞」 

ー血液透析膜の構造解析と性能評価に関する研究一 

第57回化学工学会年会において，表題の研究成果に対して化学工学会研究費を授賞されました。これ 

は，血液透析膜の構造と性能を新たに考案した迷宮細孔モデルに基づいて解析し，さらにそれに必要な 

溶質透過係数を光ファイバーを用いて測定する方法を開発したもので，新規性に富み，完成度の高い独 

創的な研究であると高い評価を得ています。 

昭和51年卒・新26回 応用化学科助教授 平沢 泉 

菅原義之助教授（新33回）平成3年度日本セラミックス協会賞進歩賞受賞 

菅原義之助教授が，前駆体法による新規セラミックス合成に関する研究で日本セラミックス協会賞進 

歩賞を受賞された。日本粘土学会奨励賞についでの受賞である。これは，菅原助教授のセラミックス科 

学，特にセラミックス合成の独創的なアプローチが国の内外において高く評価されていることを示すも 

のであり，同門のひとりとして心からお祝い申し上げる。 

昭和49年卒・新24回 応用化学科教授 黒田一幸 
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～会員のひろば NoB（その1)>→ 

丸紅の応化同胞とにかく 「雄楽会」を結成 

池 田 規久雄 

丸紅囲には現在既に10数名の会員がおりながら， 

今迄は新入会員が入ってきた時には最寄りの先輩 

がご馳走するというしきたり？があるだけで，何 

ら組織的な活動は，行っておりませんでしたが， 

この度新入会員（井内大君 新40修）を迎えたの 

を機に名前も『雄楽会』 と定め，新発足すること 

になりました。この名前は若手会員がつけたもの 

ですが，何でも 「男だけで勝手に楽しむ会」 とい 

う意味だそうです。従って今後女性会員を迎えた 

時は，改名するとのことです。 

懇親会出席者 

後列 

中列 

前列 

早速去る5月7日，神保町の三幸苑にて，井内 

君の歓迎会を兼ねて，在京メンバ-8名による第 

一回懇親会を開きましたので，ここに写真を添付 

して報告致します。 

今後は機会ある毎に懇親会を開き会員相互の親 

睦を深めていきたいと思います。 

現在の会員数は17名で，国内13名（東京10名 

その他3名），海外4名の計17名となっておりま 

す。 

渡部 芳美（新20 篠原研） 森田愛一郎（新20 石川研） 瀬川 育雄（新22 吉田研） 

石田 和之（新19 森田研） 池田規久雄（新8 宮崎研） 山田 昌弘（新41 城塚研） 

志村 秀之〔新41 逢坂研） 井内 大（新40修 長谷川研） 
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～会員のひろば～~~~~～×NロB（その2)～×< 

私説●SE稼業 

河 野 泰 子 

コンピュータの知識といえば， §猫も杓子もSE

一太郎とLOTUS 1 - 2 - 3 どうも，このSEという職種に，明確な定義は 

だけだった私が，FA（ファクトリーオートメーシ ないようです。黙々とマシンに向かってプログラ 

ョン＝自動化制御）のシステム開発の職場に配属 ムと格闘しても，打ち合せ議事録をひたすら書き 

されてから2年が経とうとしています。まだまだ 綴っても（キングファイル2冊を越えました）, 

浅い経験ではありますが，今回は私の稼業につい ドライバー片手にマシンをセットアップしても， 

て紹介させていただき，昔の私のように システム納入で，工場のある現地?: 3週間出張し 

「コンピュータとはどうも縁遠い」 ても，SE の仕事です。これは，扱うシステムの 

という方々に少しでも理解のお役にたてば，と思 業種によっても異なると思われます。 

います。 こんなことでSE といえるか？ 

と悩むのは，横文字職種の肩書に過剰な期待をし 

§私はCIM開発部のSE です てしまうからで，アルバイト情報誌によくあるよ 

用語がほとんど英語のままで，略語の嵐ですか うな， 

ら，新人の当時はまわりの方の発言を音として捉 カウンターレディ（＝ホステスさん） 

えることもままなりませんでした。私は現在シム 

開発部のエスイーという身分で，Computer Inteー 

grated Manufacturing（コンピュータ統合生産） 

を担当するSystems Engineerということなので 

すが・・・。冒頭では‘FAの～’と申しましたが，FA

よりもさらに広範囲なシステムの統合が注目され 

て生まれたのが‘CIM’であり，すでにこれにか 

わる用語も登場の兆しとか。おかげで職場の部署 

名も，入社以来3回変わりました。 

横河電機囲 

平成2年 大学院化学工学専修修了 

（昭和63年 応用化学科卒・新制38回） 力ラオケは必修科目 
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のようなものでしょうか。 

よって，昔からまことしやかに噂される 

SE 35才定年説 

も，SE によるとしか言えないでしょう。 

ちなみに，俗にイメージされる 

コンピュータ少年 

ーロリコン・おたく・アニメファン 

という式にはまった方には，未だかつてお目にか 

かっていません。うちでは体育会系のノリです。 

§現場は地道 

コンピュータは難しい処理をさらっとこなす， 

たいへんスマートな印象がありますが，動いても 

らうまでの人間側の努力は， 

えっ，そんなことまでしてやらないと 

いけないの！ 

と思うほど， 1から積み上げていかなくてはなり 

ません。うまくいかなければ，コンピュータに 

おまえがアホやから 

とばかりにエラーをおこされ，工場が本操業中で 

あろうものなら，大人たちがバタバタとするはめ 

になります。そんな時の仕事は， 

力作業 

と称され，自分たちのことを 

システムどかた 

課長の似顔絵書きも芸のうち 

と呼んでいます。（うちだけですか？) 

§ジョブは人の集まり 

コンピュータの0と1の世界から，システム開 

発というと冷たい印象を持たれるでしょうか。 

確かに，この業界で仕事のできる人は‘きれる’と 

形容したほうがふさわしいようです。しかし， 1

つのジョブには，ユーザー，プロパー，ソフトハ 

ウス（プログラム製作会社のこと。会社名ではな 

い），他社ベンダーと，大人数が関わります。自 

分の都合の良い方へと誤解するのが常ですから時 

にはお互いに感情的になることもありますが，そ 

んな時は 

良いシステムのためという名のもとに 

拳をそっと隠すのでした。結構，人情の世界でも 

あるようです。 

§まだまだこれから 

ハードウェア上の制約や，ソフトウェアの不備 

に，どうしても使う側があわせてやらなければな 

らないのが現状です。私の部署でも，フロッピー 

上のファイルを頻繁に壊してしまうと評判のコン 

ピュータが，その他の性能の良さから， I人I台 

配布されたばかりのノート型パソコンにとってか 

わるまで，3カ月とかかりませんでした。 

道具にふり回わされずに，誰もが楽々使える時代 

の到来を願っています。 

それでは，明日から3週間の広島出張にまいり 

ます。その後2週間おいてから，次は山形に2週 

間の予定です。 

システムどかたは今日も行く 
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>会員のひろば N口，日（その3 )>< 

ゲーテの西東詩集に寄せて 

ズライカに向けられた 

数々の矢に促がされ， 

高められた想いをこめて 

秘そやか贈られた花束は， 

不滅の光と響を生み出した。 

たとえ黒い矢が 

胸につき刺さったままであろうと， 

すべてを賭けたみつぎ物が， 

焼かれて灰になったとしても， 

その時，その時の詩が 

生のあかしとして 

心に残っている限り， 

あの炎と歌声は 

時と所を超えて， 

多くの小さな命を 

勇気づけるにちがいない。 

（福島建重） 

～新シリーズ「会員のひろば」への原稿募集！~ 
「会員のひろば」へご寄稿下さりありがとうございます。本コラムは会員の皆様からの積極的なご投稿によ 

って構成していきたく，原則としてテーマや内容は次の中から選んでお書き下さい。ユニークな，また興味を 

そそるエッセイ．随想，感想文，経験談あるいは主張や勧誘文など．多彩かつ有効にこのページをご利用いた 

だければ幸いです。 なお採用分には本報若干部と早稲田応用化学会のオリジナル・テレホンカードをプレゼン 

ト致します。 

〇海外出張・駐在苦労話 〇聞いて下さい私の自慢 

〇研究開発失敗談等 〇近ごろ思うこと 

〇後輩へのメッセージ 〇勉強会・趣味サークルの呼びかけ 

〇ご指導を受けた先生の思い出等 C応化会に望むこと 

字数は本文のみで一応1300字（22字×60行，タイトル・筆者名・筆者紹介文別）程度まで，写真や図面が必要 

な場合には字数に含めるものとします。原稿は下記へお送り下さい。お送り頂いた原稿は印刷課程で汚れます 

ので，原則としてお返しいたしませんが，お申出があれば責任をもってお返し致します。 

〒169 東京都新宿区大久保3-4一1 早稲田大学理工学部内 

早稲田応用化学会事務局 TEL 03-3203-4141 内線73- 5224
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会員だより 
〈総会出・欠返信ハガキより・・・。（文字（章）は必要加・除以外原文のまま）> 

85歳になり同級生も4人になりましたが，皆私より年 少々する程度の生活・・・， 5月末に応化11年卒の会が箱根 

上です。然しここまで生きるともう少し頑張りたいです でありますので半数以下に減った会員が何人集まります 

ね。応化会にもできるだけ顔を出したいと思っています。 か，たのしみです。 米津新松 （昭和11年卒・旧16回） 

秋山桂一 （昭和4年卒・旧9回） 

27回目のクラス会世話人を引受けた。卒業時28名のメ 

卒業時の15人が今や4人となって85歳～89歳の構成で ンバーも12名，宿泊歩行可能8名。昨秋下見しておいた 

はクラス会も開くによしなしという状態ですが，生きて ので大助かり。本年春の雪で左手首骨折，ギブスも傘寿 

る限りは大いに頑張って虚勢を張るべしと励し合ってい を越すと取れにくくヤキモキした。 …どうやら責を果せ 

ます。応化会の発展を心からお祈りいたします。 そう…未亡人を含め15名の旅行に天気を祈るのみ。再び 

竹内光雄 （昭和4年卒・旧9回） 世話人が回ってくるか？・・・そこが問題だ…。 

内海碩夫 （昭和11年卒・旧16回） 

満85歳。…元気に毎晩一杯やってます。皆様のご多幸 

を祈ります。 木村五郎 （昭和6年卒・旧11回） 

卒業して満60年，生れて満85年。お蔭様で元気に毎日 て余後を細々と過しています家内と共に・ー・。 

読んだり書いたりして過ごしております。大学2年の時 石津俊夫 （昭和12年卒・旧17回） 

からドイツ語も読めるようになっていました。昨年夏か 

らフランス語の勉強を始めましたが，英独悌3カ国語の 現役中は紙パ産業の公害対策，第二の人生はこれを仕 

うち， ドイツ語が最もやさしいことを知りました。 事にして80歳のェコロジストになりました。お蔭様で健 

沖 繁喜 （昭和7年卒・旧12回） 康に恵まれ油絵など画いています。 

小倉達郎 （昭和12年卒・旧17回） 

満82歳2ケ月。 7月からコンノぐーテッグ誌に光記録と 

マルチカラー記録材料を2ケ年連載します。現在レーザ 

ー走査マニビューレーションに熱を入れています。教え 

て下さい。 青木愉次郎 （昭和9年卒・旧14回） 

青木化学研究所 所長 

物忘れがひどくなり老化が一層進んだようです。その 

上心房細動の不整脈，白内症が進み視力減退して夜の外 

出は苦手になり，とうとう身体の方々ガタがきました。 

82年も使えば精密機械ー身体にガタの来るのは当然の事， 

何しろ夜の外出は中止しております。 

堀米耕平 （昭和10年卒・旧15回） 

卒業して50年余，齢80を越すと在学時代の印象も次第 

にうすくなるが，新聞・雑誌などでワセダの文字に出会う 

と不思議と気にか、るもの，これも何かの縁と云うもの 

だろう。 山科義彦 （昭和10年卒・旧15回） 

病気知らずでしたが，昨年健康を害し突然入院手術， 

幸い経過良好乍ら第一線職場を引退して満81歳の恵まれ 

て余後を細々と過しています家内と共に・ー・。 

石津俊夫 （昭和12年卒・旧17回） 

他の学会と重って初めて総会を欠席します。年次が古 

くなると既知の顔振れが一層懐しくなってきます。応化 

卒業生が各方面で活躍されて居られ誠に心強い限りです。 

私共は生涯母校と共にあって，常にその繁栄と躍進を心 

から念じています。 中岡敏雄 （昭和12年卒・旧17回） 

石油学会より 「石油精製基盤形成期の調査報告書」が 

発刊されましたが，そのほんの一部を書かせて頂き昔の 

ことをしのび感概深く覚えました。小田五郎さん（燃2) 

の絶大なご尽力に衷心敬意を表しております。 

宮田隆吉 （昭和12年卒・旧17回） 

相変らず自宅酸素療養患者で生きています。2年前の 

入院時に比すれば可成り元気恢復．医師も賞めています。 

概ね経過良好と申せます。総会は欠席しますが盛会を。 

春日井佐太郎 （昭和13年卒・旧18回） 

年相応に参ってきました。年金団体，近隣のお世話を 49年間のサラリーマン生活を了えて，はや3年が過ぎ， 
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いつの間にか‘‘老人’’といわれる境遇になってしまっ 

たが，相不変至極元気。毎日晴・耕・漁，雨読・陶の生 

活をしています。 井川ー雄 （昭和17年卒・旧22回） 

1年間は24時間×365日= 8, 760時間，76歳なので8,760

x 76=665,760時間，これに4年に1度の 年を加えて約 

67万時間。こんな長い間昼夜無休運転を続けた工場など 

有り得ないのに，私の人間工場はまだ母から組込まれた 

プログラムで全自動運転継続中。しかし，修理・部品交 

換を重ねて相当ガタがきており，愈々運転不能も近づい 

た？・・・それで5 月下旬に最後の海外旅行に出掛けること 

にしましたので，総会は休ませて頂きました。毎日が感 

謝の生活です。 木下 巌 （昭和16年卒・旧22回） 

勤務は昨年（H・3)12月でやめました。村井先生の草 

炭研究会に入れて頂き，また神奈川県の県政モニターそ 

の他今迄の経験を生かした分野でお役に立ちたいと考え 

ています。 兼松貞雄 （昭和17年卒・旧23回） 

頚椎の大手術から3年，今はすっかり元気になって， 

昨年は旧ソ連，本年はイタリー，フランス等の学会，そ 

してウクライナのアカデミーに呼ばれ6月に参ります。 

その間暇を見て作陶にも力を入れ陶熱展の個展を最近開 

きました・・‘。大成功。大饗 茂 （昭和18年卒・旧24回） 

ヘテロアトム化学インスティチュート代表 

寒かった冬も去り早，桜花も散りて深緑の候となりま 

した。S 53に高校教員退職後，14年間昼は読書，夜は夜 

学の教師生活。本年から第三の人生へと出発しました。 

これから第四の人生への準備のため聖書の勉強に力を入 

れたいと祈っています。諸兄のご健康を念じます。 

春海 浩 （昭和18年卒・旧24回） 

帝京大理工学部が宇都宮市豊郷台に誕生し満3年余， 

4年次生が来春第1回生として卒業します。第1回生は 

意欲十分ですが知名度が低いため就職活動に苦労してい 

ます。皆様のご協力を願う次第です。 （帝京大学・理工 

学部，一般教育，化学教室）。 

田中 甫 （昭和21年卒・旧27回） 

帝京大学理工学部 教授 

6月で手術後満3 ケ年経ちました。左下顎骨を喪失し 

たので流動食生活を継続しておりますが，成人病は無い 

ので元気です。 西山尚男 （昭和21年修・旧27回） 

神戸異人館のガイド係で4年間働かせてもらってます。 

金谷謙介 （昭和22年卒・旧28回） 

以来，市のシルバー人材センターの会員となりボランテ 

ィアに近い仕事を…主に自転車置場の管理ですが，利用 

する多くの人々から喜ばれ，これも世のため人のためだ 

と，生甲斐を感じ有意義な日々を過ごしていると思って 

います。…ボケ防止には，麻雀，囲碁，油絵などを趣味 

とし，体調にはときにゴルフのラウンドを楽しんでいま 

す。 板倉 昇 （昭和15年卒・旧20回） 

東日囲 非常勤取締役 

生涯現役・生涯青春のつもりで毎日を一応つ、がなく 

送り迎えている積りでおります。毎月大隈会館でのクラ 

ス会合は楽しみにしています。仕事の方もお蔭様と順調， 

来世紀を目指して健康に留意している積りです。 

鴛測晴樹 （昭和16年卒・旧21回） 

新宿区シルバー人材センターの理事をヤラサレてます。 神戸異人館のガイド係で4年間働かせてもらってます 

毎日極めて元気に老後を楽しんでます。無位無官と云う 金谷謙介 （昭和22年卒・旧28回） 

のは良いもの，健康第一の毎日。多くの友人と親しくさ 

せて貫っています。 竹内 孝 （昭禾ロ16年卒・旧21回） 今のところ健康に恵まれ，夏はゴルフ冬はスキーで， 

幸福と思っています。大原敬一 （昭和23年卒・旧29回） 

いつの間にか‘‘老人’’といわれる境遇になってしまっ 大原ビル 代表取締役 

古典化学を学んだ我々には，最近のコンピュータ解析 

処理の化学は理解の限界を超えています。このギャップ 

をうめる解説を受講できればと希望します。 

早瀬忠次郎（昭和24年卒・旧30回） 

早稲田無機会．スコット会と顔を出しているうちに， 

村井先生の‘‘砂緑化’’の大理想に草炭研究会にも足をふ 

み入れ，何か老いの生甲斐を感じております。 「人は， 

希望ある限り若く，失望と共に老いる。」 至言と思いま 

す。 戸塚三郎 （昭和23年卒・燃4回） 

シーアイハウジング管理岡 営業本部 

東燃，共栄工業と42年間の会社生活から4月より女子 

大の教師へと大転身。担当は管理工学にて目下講義録作 

成やら大学システム，特に女性中心社会の勉強やらと， 

人生のペレストロイカに忙しい日々です。 

小田部斎 （昭和25年卒・燃6回） 

文京女子大学 経営学部教授 

70歳まで現役のつもりで働く予定。草炭研究会で砂漠 

の緑化の勉強をし，鎌倉市のモニターを勤め，中国語学 

習中。シルバー海外協力隊にも登録し機会があれば海外 

にも行ってみたいと思っています。 

藤田耕平 （昭和26年卒・燃7回） 

囲新潟鉄工所 顧間 

別に変りはありません…退職後20年，ずっと浦和に住 

み今は地区の自治会長を務め，謡曲と小唄の稽古で日を 
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おくり，東京に出ることも少なくすっかり田舎漢になっ 

てしまいました。 金久保茂 （昭和16年卒・工5回） 

先日，偶然車中で新入学生と隣りあわせ．素晴らしい 

会話を持ちました。ワセダは健在，後輩ガンバレノ 

藤原千尋 （昭和16年卒・エ5回） 

73歳を迎えますがお蔭様で身体の方も健康，心筋梗塞 

で入院して以来既に5年弱，節制のおかげで非常に安定 

するようになり薬の量も減るようになりました。船橋化 

成（現ダイライト岡）時代にアメリカのARMのmem her

となり1984年日本のR.M.PをMauiで行いましたが， 

今年MauiでのMeeting に現社長が参加しませんかと 

誘ってくれましたので夫婦で出席しました。1986年の 

Sandiego 及び10月のWashington D. Cのmeetingを 

最後に1988年Retuie しましたので6年振りの参加でし 

たが，既に顔見知りのmember も 5-6人，うた・歳月 

の隔りを感じました。御所秀雄 （昭和17年卒・エ6回） 

月ドライブ旅行，団体旅行と楽しんでおります。金は健 

康のうちにどんどん使えをモットーにです。全く時間に 

ソクバクされない事は楽しいものですね。…早稲田祭に 

は毎年出かけております。 

岡本敦巳 （昭和27年卒・新2回） 

（総会当日）丁度ボーイスカウト日本連盟の全国会議 

のため那覇に行って居ります。今年の夏は琵琶湖畔で第 

3回日本ベンチャー大会で高校生クラスのスカウト 40

日間位キャンプ生活を送ります。 

本田尚士 （昭和27年卒・新2回） 

創造工学研究所 所長 

東燃化学から出向しています。高機能新素材の生産販 

売会社です。振動，衝撃，騒音などでお困りの方はご一 

報下さい。 宇佐美盛爾 （昭禾ロ30年修・大3回） 

閥シーゲル 代表取締役 

34年間勤めた東工大（エ・像情報工学研究施設）は定 

相変らず京橋へ通勤しています。取引先米国メーカー 年となり，名誉教授をいただきました。あと5年似たよ 

から製品価格の3 -10％値上げを通告してきました。理 うな仕事で千葉大学に通うことになります。 

由として，米国経済が最悪期を脱し，材料，労務費の上昇 小門 宏 （昭和28年卒・新3回） 

をあげています。昨年は当社への輸出で大統領の輸出功 千葉大学工学部画像工学科教授 

績褒賞を受けたりしています。 

犬塚克己 （昭和18年卒・工7回） 60を過ぎて会社を変っても相変らず印刷ヤです。課題 

囲村幸（社名変更） 防災部長 の多い会社だけに気分的にはトシをとるヒマがありませ 

ん。 吉沢忠ー （昭和28年卒・新3回） 

AA．国際理解資料センター（通称：中東ミニ博物館） 囲月刊オフセット 社長 AA．国際理解資料センター（通称：中東ミニ博物館） 

を開館して1周年になります。中東問題に関心が高まっ 

ている時期と合い，この1年間に1,500 名弱の来館者が 

ありました。今後とも‘‘中東理解’’の資料を提供してい 

きたいと考えています。JR 京浜東北線与野駅東口徒歩 

2分（約150m)。どうぞご来館ください。 

大野正雄 （昭和26年卒・新1回） 

アジア・アフリカ国際理解資料センター 

（通称】中東ミニ博物館）館長（自営） 

厚生年金をもらいながら週1回竹久さんの事務所へか 

よっている。土田教授の紹介で今度富士経済とタイアッ 

プすることになった。柴崎事務所でも開きたいがお金を 

集めるのがへタでね。柴崎佑久 （昭和27年卒・新2回） 

（社）全国火薬類保安協会を退職し，ワイ・エス・ケー 

囲（爆薬，化成品メーカー）に入り岡山に単身赴任し4

年になろうとしています。大学を出て早40年経ち，只只 

歳月の経つのが早いのにびっくり…。若いつもりでも矢 

張り厳たる事実です。大杉俊彦 （昭和27年卒・新2回） 

ワイ・エス・ケー岡 顧問 

昨年62歳で停年退職。現在自由時間を大いに満喫，毎 

年3回位の応化会ゴルフにはよく出席しています。 

藤巻稔幸 （昭和28年卒・新3回） 

泉物産翻 代表取締役専務 

昨年末に急拠胃の摘出手術を行い関係方面の方々には 

大変ご迷惑をおかけしました。手術後の経過は順調で何 

とかゴルフができる程までに回復しましたのでこれを機 

会に転居もしました。飯盛寛一 （昭和29年卒・新4回） 

大日本印刷鶴瀬ミクロ闇 代表取締役 

定年退職後早いもので1年3ケ月経過しました。以来 

月2回のゴルフ，週2回のスポーツクラブでの水泳。鎌 

倉市老人クラブでの教養講座（昨年：庭木の勇定方法， 

本年：書道）を受講。5年前に始めた水泳の通算遊泳距 

離は300km に達しました…最近は1000 m を休まずに 

マイペースで泳いでいます。お蔭様で元気です。皆様の 

ご健勝を祈ります。 塚本光彦 （昭和29年卒・新4回） 

今年4月15日，米国ニュージャージー州の現地法人に 

着任しました。 浮田博良 （昭和30年卒・新5回） 

TACHIKAWA USA. INC
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三菱レイョン囲を定年退職し，関連会社へ勤務，仕事 大阪に来て早くも2年になり，やっと慣れた処です。 

は今迄の延長で，従来のキャリアと技術が生かされてい バブル崩壊で板紙業界もナカナカ大変で減産を強いられ 

るので大いにハッスルしています。 ている状況です。早く景気が良くなることを願っていま 

木村 札 （昭和30年卒・新5回） す。 高柳晴夫 （昭和33年卒・新8回） 

東栄化成岡柏工場 取締役工場長 十篠板紙囲 取締役大阪工場長 

何時もご案内有難うございます。総会当日は社用の為 今年，技術士（化学部門）（登録番号：第26814号）に 

失礼いたしますが諸先輩の方々のお骨折により盛会のご なりました。 平山利治 （昭和33年卒・新8回） 

様子何よりと感謝致しております。当社製紙とは云え， 日本石油化学閥，秋山特許事務所 外国部長 

特殊な製品のメーカー故，食品業界，天気に左右されバ 

ブルも加わって苦慮しておりますが．好天を夢見て頑張 30年間勤務した東芝シリコーンを役職定年を期に3月 

っております。皆様のご健討を祈ります。 末退職しました。これからの永い第2 の人生は「環境問 

山内清三 （昭和30年卒・新5回） 題」「消費生活問題」をライフワークとして活躍したい 

太平製紙閣 取締役技術部長 と考えています。 下城茂夫 （昭和34年卒・新9回） 

会社では特許関係の仕事をやっていますが，傍ら草炭 

研究会の事務局を受持ち村井資長先生の草炭研究のお手 

伝いをしています。総会の時期は丁度村井先生のお供で 

アブダビ，サウジ，エジプトと視察に出掛けております。 

川上 敵 （昭和31年卒・新6回） 

日本石油化学囲 研究部長付 

定年を11月に迎えることになりましたが，鐘化の子会 

社に出向し第2の人生を送ることとなりました。KTR

（略称）は樹脂分析，化学物質分析，環境分析を業務とし 

ますが，PCB やダイオキシン等の分析は得意の分析で 

多くの実績があります。ご活用頂ければ幸いに思います。 

瀧根正道 （昭和31年卒・新6回） 

カネカテクノリサーチ岡 営業企画部長 

本年3月末鹿島ケミカル閥に移りました。鹿島コンビ 

ナートにお出での節はお寄り下さい。 

津富正孝 （昭和31年卒・新6回） 

鹿島ケミカル株 専務取締役 

兼務で囲ェクスラン・テクニカル・センターの社長を 

しています。本業のアクリル繊維とは異る分野の拡大に 

努めています。 小林 裕 （昭和34年卒・新9回） 

日本ェクスラン工業囲 取締役 

私たち研究部の一割の研究員は応用化学会に所属して 

います。コロイド化学の世界のリーダーとして頑張って 

います。 吉田明利 （昭和35年卒・新10会） 

日産化学工業囲中央研究所 機能材料研究部長 

永らく石油化学の仕事を担当して参りましたがこの4

月から石油開発の業務に変り目下勉強中です。 Down

Stuan からUp Stuan へと変化が大きく，世界の違い 

にとまどっています。諸先生，諸先輩方へは呉々も宜し 

く・・一。 中西克夫 （昭和36年卒・新11回） 

三菱石油囲 副社長付 

新日鉄開プロセス開発部より出向して1年経過。大坪 

先生の無機化学をもっとマジメに勉強しておけばとも思 

っています。名前はセラミックでも製品はオールドに近 

ガラス溶融と製瓶技術業務に励んでいます。 いもので素材産業の低迷の波をもろにうけております。 

石井雅夫 （昭和31年卒・新6回） がんばりどころかも知れません。 

興亜硝子囲 技術部長 堀内弘雄 （昭和36年卒・新11回） 

ハリマセラミック岡取締役 東京技術部長 

長らく岐阜の工場での単身赴任生活から解放され再び 

首都圏へ戻って参りました。主として旭化成の製品・建 H3年5月末日にて東芝ケミカル闇を定年退職。以後 

材，樹脂を客先にお届けする物流会社で仕事をしており 無職・自適。 古橋 貢 （昭和36年卒・新11回） 

ます。造る工場から物流の立場に変わりました。 

伊藤 諦 （昭平ロ32年卒・新7回） 樹脂，フィルム等のプラスチックスの生産管理，技術 

旭光商運囲 代表取締役副社長 開発管理を担当して早2年経過しました。この内自動車， 

VTR の低迷等により苦しいことばかりとなりました。 

地域密着型事業としての事業展開に努めております。 しかし．グローバル化を目ざしアメリカでのフィルム事業． 

今年はCI導入の初年度であり，その成果を楽しみにし マレー市でのAS 事業の展開など多忙な日々を送ってい 

ている毎日です。 大谷真夫 （昭和32年卒・新7回） ます。 井上征四郎 （昭和37年卒・新12回） 

大多喜ガス脚 専務取締役 東レ囲 生産技術第2部長 
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特許から一転して，途上国への技術移転の仕事を担当 き．シアトル稲門会を開催しました。約30名が出席して 

しています。 井上成之 （昭和37年卒・新12回） 盛会でした。 亀岡洋次 （昭和39年卒・新14回） 

日本プラント協会 

本年は私たちの同期の者にとって早稲田大学卒業後満 君塚 昇 （昭和39年卒・新14回） 

30周年に当ります。これを記念してこの秋頃ある程度趣 科学技術庁無機械質研究所 技官 

向したクラス会を開催する予定です。幹事は私と森川忠 

正氏（日本規格協会）の2人で当ります。 卒業研究の時お世話頂いた加藤忠蔵先生もご退職され 

志村輝明 （昭平ロ37年卒・新12回） 年月の過ぎるのが矢の如し，その実感を覚えます。早大 

三菱石油岡 研究開発本部特許室 応用化学科の益々の発展を念じております。 

浜野雅一 （昭和39年卒・新14回） 

もう卒業して30年ということで時の経つ早さには驚く 

ばかりです。中国への技術輸出等の仕事をやっておりま 

す。いくばくかの夢を残しながら，遠い途程を歩いてい 

るという感じの毎日です。 

西 敏史 （昭和37年卒・新12回） 

旭化成インターナショナル囲取締役 海外事業グループ 

鹿島コンビナートに14年おりましたが，3月に本社へ 

戻って参りました。住所も変わりました。宇佐美教授は 

お元気でご活躍の様子，大変うれしく思っております。 

深津輝雄 （昭和37年卒・新12回） 

信越化学環境保安部 主席技術員 

相変らず無機化合物の合成をしています。 

君塚 昇 （昭和39年卒・新14回） 

科学技術庁無機械質研究所 技官 

現在，化学とは程遠いデザインの仕事を担当しており 

ます。 中深允伸 （昭和40年卒・新15回） 

キャノン囲デザイン研究所 所長 

昨年10月から2度目の単身赴任中。不便な生活を強い 

られていますが，成長途上の子供を持つ親としては致し 

方ないことです。総会・懇親会共もっと参加しやすい日 

と時間帯を考えてほしいものです（土曜の午後とか…）。 

服部英昭 （昭和40年卒・新15回） 

三菱化成囲茅ケ崎事業所 次長 

在米も6年が過ぎ，この南部の美しい町が第2の故郷 

キリンビール囲から分社化し山村硝子脚と合弁で新会 と思えるようになりました。4月から息子が母校に入学 

社（KYC 囲）を設立しました。 したので今度帰国の際は一緒に「都の西北」でも歌おう 

諸星英夫 （昭和37年卒・新12回） かなんて話している今日此の頃です。 

KYC囲富田製堤工場 工場長 宮本利雄 （昭和40年卒・新15回） 

ATC. INC. PRESIDENT

丸の内の本社勤務も3年目に入りました。旭硝子入社 

以来研究所で化学屋ではなくガラス屋の仕事をして来ま 

したが，本社では建築用加工硝子の技術開発担当という 

ことで，スパッター技術やガラスの熱加工技術を勉強し 

ています。 国分可紀 （昭和38年卒・新13回） 

旭硝子囲 硝子建材事業本部 部長 

先日，所用で戸塚校舎へ行ったところ，あまりの女子 

学生の密度の高さにびっくりしました。早大オーケスト 

ラは私の好きなオーケストラのーつですが．コンサート 

マスターも次席も女子学生なので，時代が変ったなあと 

感じ入っております。橋本一郎 （昭和38年卒・新13回） 

国際衛生翻 嘱託 

1年3ケ月程フィンランドの国立化学研究所に審査研 

究者として滞在しております。8月には帰国します。 

松崎武彦 （昭和38年卒・新13回） 

通産省工業技術院化学技術研究所 

米国在住。本年2月ロス．ホノルルの稲門会と協力し 

て応援部学生4名（うちチア2名はチアリーダー）を招 

長浜での単身生活も2 年目になりやっと落着いてきま 

した。目下，土・日の暇をどう使うか思案中です。 

赤司祐ニ （昭和41年卒・新16回） 

三菱樹脂閥 長浜工場 

電気化学工業囲より出向，週1 -2回，東京を中心に 

出張，ユーザー往訪をしています。 ゴムコンパウンド， 

成型品，土木関連製品の開発・販売に携っています。 

津川昭夫 （昭和41年卒・新16回） 

CRK囲 営業部長 

今年はもう50歳の大台に乗ることになり．いつまでも 

学生時代は少し前といった気分ですが，もう30年近く経 

ってしまうとは感概深いものがあります。最近新聞も読 

みにくくなり眼鏡をつくりました。お店の人は決して 

「老眼鏡」とは言いません。 

宮岡 寛 （昭和41年卒・新16回） 

旭電化工業囲 人事部 

昨年早稲田大学ホームカミングデーに出席しました。 
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多くの同級生と顔を合わせ，都の西北を歌い，早稲田の ようになりました。本年より職務もポリエステルの材料 

卒業生であることを大変うれしく思いました。応化総会 から新規ェンプラの調査・探索に変り，また新しい事へ 

にも出席したいと考えておりますが，大概業務出張と重 のチャレンジです。 高橋 浩 （昭不ロ45年卒・新20回） 

なり出席できなくなり申し訳なく思っております。 三菱油化岡 四日市総研ェンプラ研究室 

市橋 宏 （昭和42年卒・新17回） 

住友化学工業囲 有機合成研究所 研究所の一部移転に伴い，4月より平塚勤務となりま 

来年（H5年）4月の開科に向けて猛スパート中。高 

機能材料の物質化学科の新設をめざして苦しんでいます。 

首尾よくいきました折はよろしくお願い申し上げます。 

西海英雄 （昭和42年卒・新17回） 

法政大学 工学部教授 

昨年宇佐美先生の還暦の宴に出席させていただき，発 

展している理工学部の姿をあわせみせていただきました。 

卒業してから4 半世紀が過ぎバブルがはじけ世の中が静 

かになって来ました。すっかり化学とは異なる植物と地 

球環境の研究をしてきましたが，私も静かな人生を送れ 

そうです。…ボランティアと激石を読む日々なんてイイ 

ですね 臼井洋造 （昭和42年卒・新17回） 

東京瓦斯囲 生産技術センター 

研究所の一部移転に伴い，4月より平塚勤務となりま 

した。研究室から見える雄大な富士と丹沢の山並を眺め 

ながら気分も新に新薬の開発に取り組んでいます。 

竹林契矩 （昭和45年卒・新20回） 

三共閣 第二生産技術研究所 

長く化合物半導体の独壇場であった発光がSi半導体 

でも可能な事が話題になっています。Si超LSIの技術 

と光通信の技術がオンチップで復合可能になった場合の 

インパクトは極めて大きなものがあります。 このブレー 

クスルーに陽極化成があづかっているようですが，成熟 

しつつある半導体産業を一層活性化する上で化学の果す 

役割は増々大きくなります。 

飯田康夫 （昭和46年卒・新21回） 

日本電気囲 マイクロエレクトロニクス研究所 

平成4年3月末に3年間に亘るギリシャ駐在を終えて 

只今，イタリアのミラノに単身赴任駐在中でーす。 帰国しました。公私にかかわらずこの国を訪問されよう 

牧野兆男 （昭平ロ42年卒・新17回） とする方については．いつでもご相談に応じますのでご 

日揮囲 国際Dj Mgr 連絡下さい。 小林幸治 （昭和48年卒・新23回） 

横浜ゴム閣 タイヤ第二設計部 

ケミカル製品の営業本部におり，ひさかたぶりの業務 

です。最近は化学構造式，命名法などの勉強をしていま 

す。一度他社の方々と意見交換させていただきたく考え 

ています。 寺田和彦 （昭和44年卒・新19回） 

東レ囲 ケミカル管理部（03-3245 -5576) 

入社以来，ソフト開発，プロセス設計，環境装置設計， 

原子力除染を経験し，この2月から現職となりました。 

化学からは大きくはなれコンピューター方ばかり気にす 

る今日此の頃です。 三原隆幸 （昭和44年卒・新19回） 

三菱化工機閣 管理部LAN推進Gマネージャー 

ニューョーク在勤6年，共・私共元気にやっています。 

内田克己 （昭和45年卒・新20回） 

日触アメリ力 副社長 

本年4月より筑波研究所から本社特許部へ異動，マイ 

カー通勤から10年振りで電車通勤になり，ラッシュ時の 

混雑に驚いています。杉谷 透 （昭和45年卒・新20回） 

ェーザイ囲 特許部 

息子は去年の9月より，マサチューセッツ総合病院・ 

ハーバート大学皮フ科学研究所（CBRe）に勤務，真皮 

―表皮相互作用の研究に従事しております。元気です。 

又，去年5月に理学博士（東大）を取得しました。（母記） 

住所 10 Mannix Cirele Belmont, MA 02178

U.S.A 西山敏夫 （昭和48年卒・新23回） 

転職して丁度1年になります。有機材料を利用した電 

子デバイスの研究開発を行っています。 

長谷川悦雄 （昭和48年卒・新23回） 

NEC 機能ェレクトロニクス研究所 

研究開発本部から製品技術開発本部に組織異動となり， 

電子写真研究所に所属することになりました。中央研究 

所から新研究所の内で記録研究部に所属し新しい記録技 

術の製品開発を目指しています。 

三浦 協 （昭和48年卒・新23回） 

キヤノン脚 製品技術開発本部 

学校週5日制はいよいよ1992年9月1日．月1回の形で 

四日市に赴任して早21年目に入ろうとしています。応 開始されますが，高等学校における学校週5日制に関す 

化会報で紹介された通り，当社にも若い後輩諸君が着実 る研究は進んでおりません。特に定時制についての研究 

に来てくれるようになり小生も名簿で上から1/3に入る は皆無であるため，基礎的な資料蒐集から始めて昨年暮 
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に研究発表しました。文部省の目に止まり1992年度から のある方は連絡いただければ見学の紹介をします。 

「社会の変化に対応した新しい学校運営等に関する調査 伊藤 誠 （昭和52年卒・新27回） 

研究」をするはめになりました。 東京電力閥 原子力発電部副長 

※本年も6/2（火）-'6 /7（日）銀座の東京セントラル美 

術館で「現代の短歌と書の世界」展に出品しました。 映画出演しました。仲村トオル主演「狙撃3」・・・。ビ 

村山元信 （昭和48年卒・新23回） デオ屋さんにあります，みて下さい・・ー。 

千葉県立船橋高等学校 教務部長 横田昌明 （昭和52年修・大27回） 

慶応義塾大学医学部 

新薬開発に適進中です。 

井川武洋 （昭和51年卒・新24回） 2月末に結婚しました。日本市場の他，アジア各国 

大塚製薬囲 徳島新薬第三研究所 を相手にPET フィルムのマーケティングをやっていま 

す。 目標の「ジャパニーズビジネスマン」 にまたー歩近 

3月の定期異動で本社勤務となり8年振りの本社勤務。 づきました。24時間働けます。 

毎日自宅から片道1時間20分通勤ラッシュにもまれてい 大沼敏夫 （昭平ロ54年卒・新29回） 

ます。 大津伸行 （昭和50年卒・新25回） アイ・シー・アイ・ジャパン岡 フィルム営業部 

日本石油精製囲 製造部 

化学から離れた職場で働いており，送られてくる会報 

の内容も日増しに理解できなくなりました。ただ，諸兄 

の近況等に触れることがうれしく，またたのしみでもあ 

ります。 鳥羽博司 （昭和50年卒・新25回） 

囲富士銀行 国際営業部次長 

2月1日付で11年住みなれた福山から本社勤務となり， 

慣れないネクタイしめに苦闘しています。折角近くに来 

ていながら総会当日は出張中…。ご盛会の祈念をいたし 

ます。 木村賢一 （昭手ロ54年卒・新29回） 

NKK 表面処理技術開発部 

体調もだいぶ安定してきまして，広告文案の勉強を中 

大阪も7年目になりましたが，何となく10年位大阪に 心に小説脚本なども手掛けております。新聞雑誌（ステ 

いるような気がします。 ラ等）に投稿が載るようになりまして，最近では東京デ 

高津照一朗 （昭和51年卒・新26回） ザインスクールの機関誌に朝日新聞に載った投稿が「例 

昭和電工脚 大阪支店 文」として引用されました。少しずつしか進めませんが 

着実に歩んで行こうと思います。 

こちらに来てから3年半，仕事にも日常生活にもすっ 渡辺和彦 （昭和54年卒・新29回） 

かり慣れ,毎日が充実しております。週に1~2度東京 総合通信教育センター東京デザインスクール 

こちらに来てから3年半，仕事にも日常生活にもすっ 渡辺和彦 （昭和54年卒・新29回） 

かり慣れ,毎日が充実しております。週に1 -'2度東京 総合通信教育センター東京デザインスクール 

へ出張しますが，新幹線もビジネスマンであふれ，通勤 

可能な地方都市“宇都宮’’を実感しております。 九州に転勤して早くも1年半，不便なこともあります 

竹内 亮 （昭和51年卒・新26回） が，それなりに楽しい生活です。お近くにお出かけの折 

デュポン・ジャパン・リミテッド 宇都宮事業所 はご連絡下さい。 石川厚史 （昭和55年卒・新30回） 

新日本製繊囲 大分製繊所 

昨年約2年の英国留学生活を終え帰国しました。単な 

る旅行と違い，日本と英国との生活感覚の差を認識でき 

る良い機会となりました。英国の方が人間らしいという 

のが実感です。 茶谷正明 （昭和51年卒・新26回） 

日本石油精製囲 下松製油所 

4月より，黒田研究室を卒業した田中君が同じ職場 

（ファインセラミックス本部）に配属になりました。 今 

年は何かおもしろい仕事ができそうです。 

長谷川清 （昭和51年卒・新26回） 

秩父セメント囲 企画部副調査役 

昨年3月テキサス大学にて学位（Ph. D）を取得，5

月に卒業6月帰国，7月より九州工業大学に奉職しまし 

た。今春は6年振りに桜を見ることができ感激いたしま 

した。 テキサスでの花は2ケ月程早い3月初めだったよ 

うに記憶していますが，中でもツツジのオオムラサキ種 

は大変見事に咲きそろうのを眺めることができました。 

いつの日からか，美しい花に目を止めるようになりまし 

た。これも年齢のせいでしょうか・・・。 

山下明泰 （昭和55年卒・新30回） 

九州工業大学 情報工学部 

最近，大学の後輩から会社での仕事の内容は？との答 園芸を趣味にして2年，植物にもイヌ型ありネコ型あ 

合わせがあり，久しぶりに大学時代のことを思い出す今 り，動物も植物もあまり変わらないなどと思うこの頃で 

日このごろです。原子力発電所はどんな所かなーと興味 す。 塩沢美佐子 （昭平ロ56年卒・新31回） 

-32 ー 



帰国して早1年が過ぎ，日本の生活が体重増につなが 

っています。渡米前と同じ所へ戻っておりますのでお立 

ち寄り下さい。 藤城光ー （昭和56年卒・新31回） 

新日本製繊脚 先端技術研究所 

社会へ出て早10年目。大学時代の友人に会える機会も 

限られてしまいますが，その分大変なつかしく，大切に 

思える今日この頃です。 

藤本信吾 （昭和56年卒・新31回） 

コニカ囲 

九州の地へ来て早1年半が過ぎましたが，未だ地元の 

言葉には閉口することがあります。 （甘木弁は特に難か 

しい？!）仕事の方も多忙続き…旅行もできなく残念です 

が，今年は是非南九州へと計画・実行したいと願望して 

います。 天田順ー （昭和57年卒・新32回） 

キリンビール囲 福岡工場 

所属する部署の0B, OG で稲門会を結成し，久しぶ 

りに高田馬場へ繰り出しました。そして一番驚いたこと 

・・・とにかく安いノ…焼鳥屋で2000円，パブで3000円払 

い，すっかりその後の記憶が無くなりました。 

川添泰晴 （昭和58年卒・新33回） 

囲資生堂 新規事業部 

昨年10月異動があり既存商品周辺の研究開発から新規 

商品の開発へとテーマが変わり，ゼロからのスタートと 

なりました。 神品順ニ （昭和38年卒・新33回） 

日本合成ゴム囲 TPE 開発室 

春になり．また新入社員の配属の季節となりました。 

私の下にも女の子が1人配属されたのですが．この子も 

あと何年かすると周りのオバタリアン0Lの仲間入りを 

するのでしょうか…。いやはや。 

出石忠彦 （昭和59年卒・新34回） 

富士写真フィルム囲 環境安全推進部 

3月末に女の子を出産しました。ただ今育児に追われ 

る毎日です。秋には職場復帰を考えています。細く長く 研究開発から180。方向転換してマスコミ対応の広報 

仕事を続けていこうと思います。 に移って早4年が過ぎました。今やイメージも戦略の時 

中尾愛子 （昭和57年卒・新32回） 代。今後は新分野のイメージアップを試みます。 

理化学研究所 表面解析室 貝沼雅人 （昭和59年卒・新34回） 

シチズン時計 広報室 

遠隔地（倉敷）にいますと東京に出るのがオックーに 

なり勝ちですが（新幹線で4時間）ですが，理由をつけ 

出張扱いにして東京に出ようと思っています。 

河田一郎 （昭和57年卒・新32回） 

クラレ囲 メディカル研究開発室 

現在，セメント製造関連の技術開発及び海外ェンジニ 

アリングの仕事に従事しています。 

深谷 尚 （昭和57年卒・新32回） 

三菱マテリアル囲 

引越し，第一子誕生，所属異動。半年の間にいろいろ 

な事がありました。 五十嵐渡 （昭和58年卒・新33回） 

日産自動車囲 車体統括設計部 

皆様如何お過ごしですか。バブルが崩壊して昨年まで 

の勢いがなくなったこの頃，やはり技術で勝負出来る会 

社・人が強いと思います。口々精進を重ねたいと思いま 

す。お体を大切に。 岡部正明 （昭和58年卒・新33回） 

旭硝子囲 化学品製造部 

当部署に異動して3年が過ぎましたが，業界はアラシ 

の真最中・・・今は耐える時，次の飛躍充電を行っています。 

仕事柄，各業界別，企業別の動向を解っているつもりで 

すのでご相談があればご連絡下さい。 

TEL -03 -5566 -5734 勝股春美 （昭和58年卒・新33回） 

日興証券岡 資金証券部 

8年勤めた日本電装岡を退職し日産自動車囲へ転職し 

ました。職務内容もメッキから塗装へと変わりました。 

日産で配属された係内に中途採用の早大応化卒の人がい 

て，いろいろお世話になっていますが当方早大応化卒の 

人が多いようです。 斉藤雅之 （昭和59年卒・新34回） 

日産自動車囲 車体統括設計部 

春の定期異動で室蘭勤務となりました。京浜地区以外 

での生活は生れてはじめて・・一。空気の良さ，通勤時間の 

短かさには感激しています。 

下村 啓 （昭和59年卒・新34回） 

日本石油精製囲 室蘭製油所 

電気会社で生物の研究をしていると，生き物の成長は 

連続していて実験を容易に中断できない…ということを 

勤労に理解させるのがタイヘンです。 

星野 均 （昭和59年卒・新34回） 

日本電気閥 資源環境技術研究所 

会津に来て早3年になり，田舎の生活にどっぷりつか 

っています。都会の生活を忘れてしまいました。 

前田和哉 （昭和59年卒・新34回） 

昭和電工｛閑 東長原工場 

4 月に結婚しました。今後共宜しくお願いします。 
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松原 浩 （昭和59年卒・新34回） 

長岡技術科学大学 

最近は．一日の労働時間が平均16時間以上といった時 

短に逆らった生活をしておりますが，小生も30歳の誕生 

日を迎え．そろそろ健康にも注意を払わなければと思う 

今日この頃です。 亀田裕之 （昭和60年卒・新35回） 

日本IBM開 

転勤で沖縄にて生活しています。今年の夏に第一子誕 

生．晴れて父親になります。 

赤石信ー （昭和62年卒・新37回） 

出光興産脚 

4月19日に結婚しました。気持ちを新たに頑張りたい 

と思います。 上山健一 （昭和62年卒・新37回） 

花王囲 情報化学研究所 

会社創業101年目の今年，東京研究所は採用人員が大 昨年10月に結婚し転居。 4月には仕事の内容も合成か 

幅ダウンしたものの，私達ワセダパワーは応化・化学科 ら微生物に変わり，学生時代を思い出しながら日々研究 

出身の新人も加わり相変らず活気満々である。最近，大 に励んでいます。 坂本和幸 （昭和62年卒・新37回） 

ベテラン研究員のTさん（室長）は化粧品関係の雑誌に 明治製菓囲 薬品技術研究所 

論文を掲載。一方一昨年入社のI. I君（元鈴木研）は新 

天地を求めて四国へ。 今年夏から1年間ペンシルバニア州立大学に留学する 

十時信太郎 （昭和60年修・大35回） ことになりました。国内連絡先】〒588 堺市丈六143一5

花王囲 香粧品研究所 高田隆裕 （昭和62年卒・新37回） 

相変らず塾の先生をしています。今年は社宅内の中1

生3 -4人を招いて自宅でも教えながら，そのお母様方 

と日頃から親しくさせていただいているだけに塾とは段 

ちがいのプレッシャーを感じます。 

辻浦久子 （昭和61年卒・新36回） 

司法試験の勉強を始めました。5/10は本部校舎にて 

（短答式）第二次試験となります。とりあえずは社内の弁 

護士となり．信越化学グループの特許・法務戦略部隊を 

引張っていく立場に立ちたいと思っております。3月に， 

日本ローエイシア協会の個人（正）会員となりました。又， 

5月中に米国の弁護士からUSP の論文原稿が届き年内 

に特許の専門誌に寄稿します。昨年末発行予定であった 

"CHEMICAL PATENT PRACTICE”も今年こそは 

共訳，発刊しなければならないので，目まぐるしい毎日 

ですが，幸い健康この上なく，充実した日々を送ってい 

ます。 金亨培 （昭和61年卒・新36回） 

信越化学工業囲 本社特許部 

昨年11月より有機合成を行っています。先日．所属音 

楽団体でCDを録音しました。今秋には世の中にお目見 

えすると思います。曲目はJ. S．バッノ寸マタイ受難曲」 

（マタイ研究会演）です。残念ながら私はソリストでは 

なく合唱団員として参加しています。 

相田冬樹 （昭和61年卒・新36回） 

日本石油化学囲 生産研究所 

娘の誕生（2/28）を機に姫路の片田舎に引越しいたし 貴志泰治 （昭和63年卒・新38回） 

ました。杉並→神戸と都会住まいを10年間もしたせいか， 花王岡 情報化学研究所 

非常に不便さを感じている今日此の頃です。 

古川直樹 （昭和61年卒・新36回） 本年（H4年）4月より早大理工学部・助手に嘱任さ 

鐘測化学工業閥 生産技術研究所 れ，平田彰教授のもと，1994年のNASA・スペースシャト 

今年夏から1年間ペンシルバニア州立大学に留学する 

ことになりました。国内連絡先】〒588 堺市丈六143-5

高田隆裕 （昭和62年卒・新37回） 

住友金属工業囲 セラミックス研究所 

私の担当している研究テーマのチームでは，実験担当 

が私以外は新入社員2人のみです。結構キ（ピーピー） 

てます。しばらくはキます。 

高橋友嗣 （昭和62年卒・新37回） 

王子製紙閥 高品研究所 

私は今，半導体という化学とは一見関係のない仕事を 

していますが，半導体プロセスでは，化学反応が重要な 

役割を果しており，分野にこだわらない総合的な判断の 

重要性を実感する毎日です。 

山田裕明 （昭和62年卒・新37回） 

日本電気囲 マイクロエレクトニクス研究所 

昨年結婚し，新生活にやっと慣れました。プラント運 

転もだんだんわかりはじめ毎日次実した生活をしていま 

す。 飯島正俊 （昭和63年卒・新38回） 

日本石油精製脚 根岸製油所 

4月より第一製薬より出向（下記へ）。気分も新たに 

研究に取り組んでいきます。 

池田政浩 （昭和63年卒・新38回） 

ディ・ディ・ェス研究所 

4月はわずか2週間で2回も会社の中で引越し，5月 

は寮の中で引越しをするという具合に落ち着かない日々 

を送り，“わしは止まると死ぬんじゃ’’という感じです。 

貴志泰治 （昭和63年卒・新38回） 

花王岡 情報化学研究所 
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ルによる微小重力下における半導体材料実験へ向けて日 

々頑張っております。橘 正人 （昭和63年卒・新38回） 

早稲田大学 理工学部 

久保田俊元 （平成3年卒・新41回） 

松下電子工業囲 

総会当日は学会発表のため神戸に滞在しております。 

昨年，協和発酵工業脚を退職し本年4 月より環境庁に 充実した日々を送っている今日この頃です。 

勤めることとなりました。 佐藤尚彦 （平成3年卒・新41回） 

長坂雄ー （昭和63年卒・新38回） 旭化成工業囲 

環境庁 水質保全局 

大阪に来てはや1年が経ちました。新しい職場にも慣 

れ，仕事の意欲もだいぶ湧いてきたところです。 

坂 修治 （平成元年卒・新39回） 

藤沢薬品工業岡 工業化研究所 

H・4年3月付で日商岩井囲を退職し，宝飾品一点物 

の作成を事業内容とするオーダーメイドジェエリー粋商 

を創業致しました。 佐野直彦 （平成元年卒・新39回） 
オ＝ダー メード ジェエリー スイショウ 

ORDER MADE JEWELRY 粋商 代表 

“応用化学科”を卒業して，今は徴税吏員をやってま 

す。 野田 保 （平成3年卒・新41回） 

十和田県税事務所 

システムを開発しはじめて早1年が経ち，仕事にもよ 

うやく慣れてきた感じがします。 

林 達也 （平成3年卒・新41回） 

キリンビール囲 

0RDER MADE JEWELRY 粋商’代表 早稲田で学んだことを生かし新口地東工大でがんばっ 

ております。 餌取秀樹 （平成4年卒・新42回） 

入社2年目となり，かなり落ち着き仕事もようやく軌 東京工業大学 

道に乗り始めました。そろそろ自分の色を全面にうち出 

し，主体性を持って仕事をしていきたい，研究者らしい 

研究者になろうなどと決意だけは一人前に，相変らずの 

んびり楽しく仕事をしています。 

森田健ニ （平成元年卒・新39回） 

日本たばこ産業囲 植物開発研究所 

今は研修中で，実際に自分で化粧品を作り，何かと忙 

しい日々を送っております。 

井出信之 （平成2年卒・新40回） 

脚資生堂 製品研究所 

2週間の研修も終わり．研究所に配属され実験をやっ 

ております。研究所全体がすごくいい雰囲気なので非常 

に楽しくやっております。これからもガンバリます。 

野口泰男 （昭和2年卒・新40回） 

三共閥 化学研究所 

エ場実習で毎日粘土にまみれています。 

水野誠ー （平成2年卒・新40回） 

日本ガイシ開 

東工大大学院博士後期課程に進学し，有機合成を研究 

しています。早稲田大学理工学部の発展を心からご祈念 

いたします。 横山 初 （平成2年卒・新40回） 

東京工業大学理工学研究科 

配属部署もようやく決まり，今はマイコンの0TP，高 

耐圧関係のプロセス開発をしております。まだまだわか 

らない事が多いのですが，一生懸命がんばっています。 
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平成4年度定 期 総 会 

平成4年5月22日（金） 於：弘済会館4F 総会行事 

出席者 76名 1． 役員改選期に伴う感謝状贈呈の件 

定期総会 
～蘭”い一会 司会逢坂庶務理事 
でーー台 
会長挨拶 
ユ×ハ」ノ、J2' ユA山、 'J 'VI I'.V'. IJ 講師：手塚七五郎氏（新3 ) 

議案審議 （囲ロッテ中央研究所常務取締役部長） 

1. 平成3年度事業報告の件 演題：唄唱と健康 

恒例事業等報告，異議なく承認。 出席者へ本「噛む」とロッテの商品（サンプ 

2． 平成3年度収支決算報告の件 ル）配布。 

〔上記に対する監査報告〕 

監事・小阪直太郎氏（代表），兼松貞雄氏両名 懇親会 

による 「正確且つ妥当なる処理である事を認め 会長挨拶，教室近況報告（応化主任教授・豊 

る。」 旨報告，異議なく承認。 倉賢副会長），乾盃・・・。M2・久保裕のェール， 

3. 平成4年度事業計画並びに予算承認の件 校歌斉唱，閉会の辞（小林会長）。 

例年に添い行うことに異議なく承認。 

4． 会費改定の件 総会報告事項 

本会財政面の検討を試みた結果，今回提議に 1． 役員の任期満了に伴う役員改選の件 

至った事を説明，会費年額￥3,000 一と改定。 慣例による「重任」と決まり，特例を除き着 

異議なく承認。 任した事を報告。 

5． 名誉会員推薦の件 2． 応化創立記念行事の件 

岩城謙太郎氏（工6 )（前本会会長） 本年11月20日に決定されたので，準備具体化 

城塚 正氏（旧25)（元応化教授） を進めていくことを報告。 

鈴木 晴男氏（旧27)（ ノノ ） 

の3氏推薦，提議，異議なく承認。 

定期総会 

開 会 

会長挨拶 

司会 逢坂庶務理事 

会長 小林檀次郎 

会費の値上げについて 

本会の正会員会費は，近年の物価の上昇や，会員数の増加と活動の活発化に伴う人件費増，さらには 

消費税等多くの支出増要因に対しましても，会員皆様よりお預かりした運営資金をもとに，内部努力と 

合理化により，昭和53年以来14年間2.500円を堅持してまいりました。 

しかし，ここ3 ......4 年支出規模も1,000万円を越え，平成3年度の総会や会報にて説明してまいりま 

したように，赤字分を運営資金の取り崩しで補う状況になってまいりました。その後，役員会等にて慎 

重に収支全般の諸要因を検討した結果，会費額を3,000円に値上げすることになりました。 

この値上げにより，前納会費分を取り込んだ3年後には120万円近い増収が見込まれます。正会員会 

費3,000 円は機友会，電気工学会等に比べ高くありません。本会の会費納入率は45％前後で，同窓の会 

としては高い率ですが，さらに案内を徹底し向上に努めます。また，就職案内特集による臨時収入等， 

収入増を計るとともに，会報発送の効率化など，経費節減にさらに努力いたす覚悟であります。 

健全な収支のもと，一層活発な事業の展開を計画しております。今回の会費値上げに対して，会員各 

位のご理解とご協力をお願いいたします。 

-36 ー 



会 計 報 告

貸 借 対 照 表 （平成4年3月31日現在） 

借 方 貸 方 

摘 要 金 額 摘 要 金 額 

現 金 8,870円 運 営 資 金 7,670,000円 

郵 便 振 替 506,542 基 金 1,890,000

郵 便 貯 金 25,234 名簿刊行積立金 1,050,000

銀 行普通預金 181,639 前納会費預り金 3,443,100

銀 行普通預金 524,083 所得税預り金 22,530

貸 付 信 託 700,000 次 期 繰 越 金 863,683

銀 行定期預金 12,992,945
14,939,313

運 営 資 金 

14,939,313

（万円） 

年 度 入 金 取 崩 残 金 

53一56
57
58
59
60
61
62
63

元 
2
3

1
 

,
 

6
 
d
ュ 
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

b( 

5

07500060000900

9
8
9
1
9
1
9
1
9
1
8
5
8
5
8
5
8
5
7
6
7
6

収 支 決 算 案 （自平成3年4月1日 至平成4年3月31日） 

収 入 支 出 

摘 要 金 額 予 算 摘 要 金 額 予 算 

前 期 繰 越 金 22,135円 22,135円 

生
査
 

会
絡
 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
 

会
集
学
調
集
支
用
事
雑
繰
 

報
会
部
連
会
部
品
務
 

越
 

4,671,981円 4,750,000円 

正有志会員会費 8,179,000 7.200,000 553,829 650,000

学 生会員会費 
寄 付 金 

917,500
53,000

940,000
0

683,825
14,946

450,000
40,000

利 息 
雑 収 入 

607.940
1,705.588

500,000
1,200,000

108,280
100,618

100,000

100,000

運 営資金取崩 0 727. 865 66,475 70,000
4, 407. 600 4,400,000

13,926 10,000

863,683 20,000

11,485.163 10,590,000 11,485.163 10,590,000

平成4 年度予算 

収 入 支 出 

摘 要 金 額 3年度実績 摘 要 金 額 3年度実績 

前 期 繰 越 金 863,683円 22. 135円 

生
査
 

会
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費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
 

会
集
学
調
集
支
用
事
雑
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報
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金
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備
 

4,800,000円 4,671,981

正有志会員会費 8.250,000 8,179,000 1,720,000 553,829

学 生会員会費 
利 息 

舵0,000
600,000

917. 500
607.940

680,000
30,000

683,825
14,946

寄 付 金 
雑 収 入 

0
1,850,000

53,000
1,705,588

120,000
100,000

108.280
100,618

運 営資金取崩 6.317 0 80,000 66,475

4, 850, 000 4,407,600

10,000 13,926

100,000 863,683

12,490,000 11,485.163 12,490,000 11,485,163
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定 期 総 会（36頁参照） 

役 員 会 

（平成4年度第1回役員会） 

日 時 

会 場 

出席者 

平成4年5月22日（金） 

弘済会館4F

21名 

会 務 報 告 

議 案 1. 平成3年度事業報告 

1）庶務関係 

2）会計関係（承認・監査報告） 

3）編集関係 

2． 平成4年度事業計画並びに予算案承 

認の件 

3‘ 会費改定の件（年額￥3000円） 

4． 名誉会員推薦の件 

岩城謙太郎氏 

城塚 正氏 

鈴木 晴男氏 

以上，承認可決 

5. 5． 役員改選期に伴う感謝状贈呈の件 

長谷川 肇氏 

加藤 忠蔵氏 

6． その他 

1)役員の任期満了に伴う役員改選報 

告 

慣例により特例の他重任。 

2）応化創立記念行事の件 

11月20日挙行の決定で進捗 

以上，諒承可決 

応化創立75周年記念祝賀式典について 

今秋11月20日（金）・日本工業倶楽部に於いて 

開催されます。会員の皆様へ10月頃ご案内通知を 

お届けいたしますが，多数のご出席をお待ちして 

おります。 

ご 逝 去 

小野塚一夫殿（燃料3回）平成4年3月14日 

中原 実殿（旧制19回）平成4年5月2日 

関野 喬殿（新制9回）平成2年9月3日 

福田豊太郎殿（旧制9回）平成3年7月7日 

加藤 健次殿（旧制10回）平成3年11月6日 鈴木 正義殿（旧制22回）平成4年5月5日 
堀越 武雄殿（旧制12回）平成3年12月2日 森 章彦殿（旧制17回）平成4年5月8日 
筒井 弘殿（燃料2回）平成4年1月12日 武富 昇殿（多糞金昌）平成4年5月18日 
宮川 俊夫殿（旧制32回）平成4年2月21日 大矢 真一殿（薪制面向） （不明） 

山田寅之助殿（燃料7回）平成4年2月28日 
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会費払込みのお願い 

平成4年度分会費の払込用紙を同封致しました。滞納ある方は（平成元，2, 

3年度分より）本年分と共に4年分を払込み下さるようお願い申し上げます0

かねてよりお願い申し上げておりますように， 1年分でも2年分でも，より多 

数の方々のご前納をお願い致します。前納者ご芳名は次号の11月号へ皆様の備 

忘録をも兼ねて掲載させて頂いております。（但し，原稿締切都合上9月末日到 

着分）。なお，長年（10年以上）会費を滞納している方には会報をお届けするこ 

とが出来ないことになっておりますので，滞納されている方は何年分でも結構で 

すからお納めいただけますよう，又，会報が届いていない会員の方々へも呼びか 

けていただけますようお願い申し上げます。 

本年より懸案となっておりました会費年額が下記のように,H4年度総会にて 

承認改定されましたので，お間違いないようご納入下さいますようお願い申し上 

げます。 

尚，既に本年度分以降を前納されている分について，その差額はご請求しない 

ことといたしましたので念のため申し添えいたします。 

記 

会費年額 3,000 円 

振込口座 本報奥付ご参照 

住所変更等についてお願い

(1）春は転勤シーズンでもあり，総会ご案内往復ハガキにより明確になっただけで 

も約300件，又会報が「転居先不明」で戻されてくるのが本年は俄然多く50件 

以上になってしまいました。居住地のご変更がありました時はどのような形式 

（お電話でも）でも構いませんので先ずお知らせ下さるようお願い申し上げま 

す。 

②定期総会ご案内の往復ハガキ出・欠のご返事が返信差出有効期限（返信ハガキ 

切手貼付欄に明示してあります）が過ぎても当方へ返送されて参ります。本年 

はこの件数が多く，その都度の料金経費にも影響が生じています。期限後 

のご投函はお止めいただけますようご協力お願い申し上げます。 
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「編 集 後 記」 

「勿体ない」 という言葉を聞かなくなって久し 含め，全国で3千万人の人が1日2 分間, シャワ 

い。以前は，多くの人が常時，口にしていたのだ ー時間を節約したら，日本全体で年間52万KL 大 

が。今後，ますます環境問題がロ取ボれてゆく中で， 型タンカー2隻分に近い原油が節約できる計算に 

キーワードとして重要になってくるのではないか なる。国民1人1人が17.3lを節約する効果は大 

と思う。 きい。これが燃焼して出すCo2の量は概略55kg・ 

先日，東京都が発表した“省ェネ5 ％計画”の 地球温暖化防止に対しても，少しは貢献するとい 

中に，日常家庭で心がけるべき7項目というのが うもの。ある調査では，女の子の朝シャン平均時 

あった。時間当りというより分当りで，原油換算 間は約10分。せめてその1/5 のシャワー使用を 

節約量が良も多い第1位はシニワー。1日たった 「勿体ない」といって節約するようになれば，環 

2 分間の節約で， 1年で17.3lもの原油が節約で 境を考えるナウイヤングが増えるのだが。洗髪は 

きるとのことである。次がガスコンロ1.8l，ェア 朝でなく夜，家族と同じ時間帯に風呂を使ってす 

コン1.1l（いずれも1日2分間の節約で1年間 れば，一層の省ェネと時間の節約にもなる。 

の場合）と続くが，日常生活の中で，時間当りの いずれにせよ，たった1つしかない地球環境を 

エネルギー消費量が断トツに高いのは，シャワー これ以上汚しては，それこそ「勿体ない」 のでは 

である事実に注目したい。 ないだろうか。 

仮に，ヤングの多くに流行している朝シャンを （名手 孝之 記） 
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